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 市外局番は（0156）

・
２
月
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
展
の
ご
案
内
・
・
・
・
・
【
10
】

・
除
籍
済
み
資
料
・
雑
誌
を
差
し
上
げ
ま
す
・
・
・
・
・
・
【
10
】

・
出
張
お
は
な
し
会
に
お
越
し
く
だ
さ
い
・
・
・
・
・
・
・
【
10
】

・
お
は
な
し
会
に
お
越
し
く
だ
さ
い
・
・
・
・
・
・
・
・
・
【
10
】

・
図
書
館
Ｈ
Ｐ
の
利
用
が
便
利
に
な
り
ま
し
た
・
・
・
・
・
【
10
】

・
２
月
の
体
育
館
・
第
１
競
技
場
利
用
案
内
・
・
・
・
・
・
【
11
】

・
２
月
学
校
開
放
利
用
案
内
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
【
12
】

・
２
月
体
育
館
第
２
競
技
場
利
用
案
内
・
・
・
・
・
・
・
・
【
12
】

【
各
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
チ
ラ
シ
】

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
、
ご
自
宅
か
ら
町
長
と

　

対
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
【
12
】

・
冬
期
間
の
雪
捨
場
の
お
知
ら
せ
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
【
13
】

・
消
火
栓
な
ど
の
ま
わ
り
に
雪
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
・
【
13
】

・
清
水
町
奨
学
金
貸
付
は
随
時
受
付
し
て
い
ま
す
・
・
・
・
【
14
】

・
町
民
ス
ケ
ー
ト
大
会
の
開
催
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
・
【
14
】

・
冬
期
間
に
お
け
る
火
災
予
防
対
策
の
お
願
い
・
・
・
・
・
【
15
】

・
無
責
任
に
餌
を
あ
げ
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
・
・
・
・
・
【
16
】

・
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
【
17
】

・
清
水
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
便
り　

風
し
み
ず
・
・
・
・
【
18
】

・
歩
く
ス
キ
ー
講
習
会
・
記
録
会
の
お
知
ら
せ
・
・
・
・
・
【
19
】

・
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ザ
・
ゲ
ー
ム
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
・
・
【
20
】

・
雪
に
よ
る
被
害
に
ご
注
意
を
！
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
【
21
】

・
【
令
和
５
年
（
２
０
２
３
年
）
４
月
採
用
】

　

十
勝
18
町
村
合
同
町
村
職
員
採
用
試
験　

説
明
会
・
・
・
【
22
】

・
さ
ん
さ
ん
カ
フ
ェ
２
月
の
開
催
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
【
23
】

・「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
作
品
の

　

紹
介
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
【
24
】

図
書
館
・
体
育
館

図
書
館
・
体
育
館

・
自
衛
官
を
募
集
し
ま
す
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
【
２
】

・
個
人
向
け
貸
付
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
・
・
・
・
・
【
２
】

・
町
営
育
成
牧
場
入
牧
牛
の
利
用
申
請
を
取
り
ま
と
め
ま
す
・【
２
】

・
文
化
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
賞
受
賞
候
補
者
（
学
生
部
門
）
の

　

推
薦
を
受
け
付
け
ま
す
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
【
３
】

・
あ
げ
ま
す
・
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
【
３
】

・
第
28
回
清
水
ジ
ュ
ニ
ア
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
定
期
演
奏
会
の

　

お
知
ら
せ
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
【
４
】

・
固
定
資
産
（
償
却
資
産
）
の
申
告
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
・
【
４
】

・
税
申
告
の
感
染
予
防
対
策
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
【
４
】

・
令
和
４
年
度
個
人
町
・
道
民
税
の
申
告
に
つ
い
て
・
・
・
・
【
４
】

・
令
和
３
年
分
の
所
得
税
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
・
・
・
・
・
【
５
】

・
水
道
の
管
理
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
【
５
】

・
小
・
中
学
校
の
新
１
年
生
に
就
学
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
・
【
６
】

・
納
税
だ
よ
り
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
【
６
】

・
ご
み
の
収
集
場
所
に
か
か
わ
る
お
願
い
・
・
・
・
・
・
・
・
・
【
６
】

・
路
上
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
【
６
】

・
道
の
交
通
事
故
相
談
所
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
・
・
・
・
・
・
【
７
】

・
２
月
７
日
は
北
方
領
土
の
日
で
す
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
【
７
】

・
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
・
・
・
・
・
・
・
・
【
７
】

・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
【
８
】

・
要
支
援
・
要
介
護
認
定
者
の
所
得
税
・
地
方
税
上
の

　

障
害
者
控
除
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
【
８
】

・
医
療
費
控
除
は
、「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」
の

　

添
付
が
必
要
で
す
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
【
８
】

・
２
月
の
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
【
９
】

募
　
集

募
　
集

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

福
祉
・
健
康

福
祉
・
健
康



お知らせ版 2022.１.14【2】【3】お知らせ版 2022.１.14

募　集　種　目 募　集　資　格 受付期限 試　験　日

自衛官候補生 18歳以上33歳未満の人

２月８日（火）

２月11日（金）
⇒釧路・美幌会場
２月12日（土）
⇒帯広会場

２月24日（木）２月27日（日）⇒帯広会場

※自衛官候補生については、応募資格の年齢が採用時期によって異なります。
　上記の日程で自衛官を募集します。詳細については、自衛隊帯広募集案内所までお問い合わせ下さい。
　・住所：帯広市西５条南14丁目13
　・電話：０１５５－２３－８７１８
　・　　obihiro.pco.tokachi@rct.gsdf.mod.go.jp
　・自衛隊帯広地方協力本部ホームページ　https://www.mod.go.jp/pco/obihiro/

自衛官を募集します自衛官を募集します

あ
げ
ま
す
・
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

あ
げ
ま
す
・
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

　

あ
げ
た
い
・
ゆ
ず
り
た
い
も
の
の
情

　

あ
げ
た
い
・
ゆ
ず
り
た
い
も
の
の
情

報
を
、
無
償
を
条
件
に
掲
載
し
ま
す
。

報
を
、
無
償
を
条
件
に
掲
載
し
ま
す
。

　

広
報
レ
タ
ー
な
ど
に
①
欲
し
い
・
あ

　

広
報
レ
タ
ー
な
ど
に
①
欲
し
い
・
あ

げ
た
い
物
②
氏
名
③
住
所
④
電
話
番
号

げ
た
い
物
②
氏
名
③
住
所
④
電
話
番
号

を
記
入
し
、
広
報
広
聴
係
へ
郵
送
、
又

を
記
入
し
、
広
報
広
聴
係
へ
郵
送
、
又

は
窓
口
、
電
話
に
て
受
け
付
け
ま
す
。

は
窓
口
、
電
話
に
て
受
け
付
け
ま
す
。

受
け
渡
し
方
法
は
、
広
報
広
聴
係
を
通

受
け
渡
し
方
法
は
、
広
報
広
聴
係
を
通

し
て
連
絡
先
を
お
伝
え
し
、
当
人
同
士

し
て
連
絡
先
を
お
伝
え
し
、
当
人
同
士

で
や
り
と
り
を
行
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

で
や
り
と
り
を
行
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

【
あ
げ
ま
す
】

【
あ
げ
ま
す
】

・
ダ
イ
ヤ
ル
式
金
庫
（

・
ダ
イ
ヤ
ル
式
金
庫
（
7070
㎝
×
㎝
×
4040
㎝
）
㎝
）

・
サ
イ
ド
ボ
ー
ド

・
サ
イ
ド
ボ
ー
ド

・
日
本
人
形
（
ケ
ー
ス
入
り
）

・
日
本
人
形
（
ケ
ー
ス
入
り
）

・
サ
ン
ゴ
（
ケ
ー
ス
入
り
）

・
サ
ン
ゴ
（
ケ
ー
ス
入
り
）

・
車
い
す
（
未
使
用
）

・
車
い
す
（
未
使
用
）

▼▼
お
問
い
合
わ
せ
先

お
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
課
広
報
広
聴
係

　

企
画
課
広
報
広
聴
係

　

☎
6262
‐
２
１
１
４

‐
２
１
１
４

文
化
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
賞
受
賞

文
化
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
賞
受
賞

候
補
者

候
補
者((

学
生
部
門

学
生
部
門))

のの

推
薦
を
受
け
付
け
ま
す

推
薦
を
受
け
付
け
ま
す

▼▼
推
薦
期
限

推
薦
期
限　

１
月

　

１
月
2828
日日

（金）（金）

▼▼
推
薦
方
法

推
薦
方
法

　

推
薦
用
紙
を
社
会
教
育
課
へ
提
出
し

　

推
薦
用
紙
を
社
会
教
育
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。（
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

て
く
だ
さ
い
。（
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

▼▼
表
彰
基
準

表
彰
基
準

　
【
　
【
文
化
優
秀
賞
（
高
校
生
以
上
）、
ジ
ュ

文
化
優
秀
賞
（
高
校
生
以
上
）、
ジ
ュ

　

ニ
ア
文
化
優
秀
賞
（
小
・
中
学
生
）

　

ニ
ア
文
化
優
秀
賞
（
小
・
中
学
生
）】】

　

各
種
団
体
が
行
う
文
化
事
業
で
次
に

　

各
種
団
体
が
行
う
文
化
事
業
で
次
に

　

定
め
る
成
績
を
収
め
た
個
人
又
は
団

　

定
め
る
成
績
を
収
め
た
個
人
又
は
団

　

体
、
並
び
に
こ
れ
に
準
ず
る
顕
著
な

　

体
、
並
び
に
こ
れ
に
準
ず
る
顕
著
な

　

成
績
を
収
め
た
個
人
又
は
団
体

　

成
績
を
収
め
た
個
人
又
は
団
体

・
最
優
秀
部
門

・
最
優
秀
部
門

　

①
全
国
大
会
優
勝
（
最
上
位
の
賞
）

　

①
全
国
大
会
優
勝
（
最
上
位
の
賞
）

　

②
全
道
大
会
で
の
複
数
回
優
勝

　

②
全
道
大
会
で
の
複
数
回
優
勝

・
優
秀
部
門

・
優
秀
部
門

　

①

　

①
全
国
大
会
入
賞
（
お
お
む
ね
６
位

全
国
大
会
入
賞
（
お
お
む
ね
６
位

　

以
内
）

　

以
内
）

　

②
全
道
大
会
優
勝
（
最
上
位
の
賞
）

　

②
全
道
大
会
優
勝
（
最
上
位
の
賞
）

・
奨
励
部
門

・
奨
励
部
門

　

①

　

①
全
道
大
会
入
賞
（
お
お
む
ね
６
位

全
道
大
会
入
賞
（
お
お
む
ね
６
位

　

以
内
）

　

以
内
）

　

②
十
勝
大
会
優
勝
（
最
上
位
の
賞
）

　

②
十
勝
大
会
優
勝
（
最
上
位
の
賞
）

　　
【
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
賞
（
高
校
生
以
上
）

【
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
賞
（
高
校
生
以
上
）

　

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
賞（
小
・
中
学
生
）】

　

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
賞（
小
・
中
学
生
）】

　

各
種
団
体
が
行
う
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で

　

各
種
団
体
が
行
う
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で

　

次
に
定
め
る
成
績
を
収
め
た
個
人
又

　

次
に
定
め
る
成
績
を
収
め
た
個
人
又

　

は
団
体
、
並
び
に
こ
れ
に
準
ず
る
に

　

は
団
体
、
並
び
に
こ
れ
に
準
ず
る
に

　　

顕
著
な
成
績
を
収
め
た
個
人
又
は
団
体

顕
著
な
成
績
を
収
め
た
個
人
又
は
団
体

・
最
優
秀
部
門

・
最
優
秀
部
門

　

①
全
国
大
会
１
位

　

①
全
国
大
会
１
位

　

②
全
道
大
会
で
の
複
数
回
１
位

　

②
全
道
大
会
で
の
複
数
回
１
位

・
優
秀
部
門

・
優
秀
部
門

　

①

　

①
全
国
大
会
入
賞
（
お
お
む
ね
８
位

全
国
大
会
入
賞
（
お
お
む
ね
８
位

　

以
内
）

　

以
内
）

　

②
全
道
大
会
１
位

　

②
全
道
大
会
１
位

　

③
大
会
に
お
い
て
北
海
道
記
録
更
新

　

③
大
会
に
お
い
て
北
海
道
記
録
更
新

・
奨
励
部
門

・
奨
励
部
門

　

①
全
道
大
会
２
位
も
し
く
は
３
位

　

①
全
道
大
会
２
位
も
し
く
は
３
位

　

②
十
勝
大
会
１
位

　

②
十
勝
大
会
１
位

　

③
大
会
に
お
い
て
十
勝
記
録
更
新

　

③
大
会
に
お
い
て
十
勝
記
録
更
新

▼▼
お
問
い
合
わ
せ
先

お
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課
文
化
振
興
係
・

　

社
会
教
育
課
文
化
振
興
係
・

　

ス
ポ
ー
ツ
係

　

ス
ポ
ー
ツ
係
　　
☎
6262
‐
５
１
１
５

‐
５
１
１
５

◆下人舞住宅　１戸　
住所：清水町字人舞169番地4

号　数 ３号

構　造 木造平屋建（2LDK）

面　積 61.69㎡

建設年度 昭和58年

貸付金額 14,000円

個
人
向
け
貸
付
住
宅
の

個
人
向
け
貸
付
住
宅
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す

入
居
者
を
募
集
し
ま
す

　

個
人
向
け
貸
付
住
宅
の
入
居
者
を
募

　

個
人
向
け
貸
付
住
宅
の
入
居
者
を
募

集
し
ま
す
。
入
居
を
ご
希
望
さ
れ
る
人

集
し
ま
す
。
入
居
を
ご
希
望
さ
れ
る
人

は
、
事
前
に
ご
連
絡
の
上
、
建
設
課
ま

は
、
事
前
に
ご
連
絡
の
上
、
建
設
課
ま

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼▼
対
象
者

対
象
者

・
清
水
町
に
住
所
を
有
す
る
人
又
は
有

・
清
水
町
に
住
所
を
有
す
る
人
又
は
有

　

す
る
こ
と
と
な
る
人

　

す
る
こ
と
と
な
る
人

・
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

・
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

・
入
居
者
及
び
同
居
者
が
暴
力
団
員
で

・
入
居
者
及
び
同
居
者
が
暴
力
団
員
で

　

な
い
人

　

な
い
人

・
町
内
在
住
の
連
帯
保
証
人
を
１
名
立

・
町
内
在
住
の
連
帯
保
証
人
を
１
名
立

　

て
ら
れ
る
人
（
３
親
等
以
内
の
親
族

　

て
ら
れ
る
人
（
３
親
等
以
内
の
親
族

　

の
場
合
は
町
外
で
も
可
能
）

　

の
場
合
は
町
外
で
も
可
能
）

▼▼
申
込
み
期
日　

申
込
み
期
日　

２
月
２
月
1515
日日

（火）（火）
ま
で
ま
で

▼▼
必
要
書
類

必
要
書
類

・
申
請
書
（
建
設
課
に
あ
り
ま
す
）

・
申
請
書
（
建
設
課
に
あ
り
ま
す
）

・
入
居
予
定
者
全
員
の
住
民
票

・
入
居
予
定
者
全
員
の
住
民
票

・
税
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
証
明
書
（
就

・
税
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
証
明
書
（
就

　

学
者
を
除
く
全
員
が
必
要
）

　

学
者
を
除
く
全
員
が
必
要
）

・
暴
力
団
員
で
あ
る
か
警
察
署
へ
意
見

・
暴
力
団
員
で
あ
る
か
警
察
署
へ
意
見

　

を
聴
く
こ
と
の
同
意
書

　

を
聴
く
こ
と
の
同
意
書

▼▼
お
問
い
合
わ
せ
先

お
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
課
住
宅
都
市
係

　

建
設
課
住
宅
都
市
係

　
☎
6262
‐
２
１
１
３

‐
２
１
１
３

町
営
育
成
牧
場
入
牧
牛
の

町
営
育
成
牧
場
入
牧
牛
の

利
用
申
請
を
取
り
ま
と
め
ま
す

利
用
申
請
を
取
り
ま
と
め
ま
す

　

令
和
４
年
度
の
町
営
育
成
牧
場
の
入

　

令
和
４
年
度
の
町
営
育
成
牧
場
の
入

牧
牛
の
申
請
受
付
を
行
い
ま
す
。

牧
牛
の
申
請
受
付
を
行
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
の
預
託
者
に
は
別
途
申

　

令
和
３
年
度
の
預
託
者
に
は
別
途
申

請
用
紙
を
郵
送
し
ま
す
。

請
用
紙
を
郵
送
し
ま
す
。

　

特
に
新
規
で
希
望
さ
れ
る
預
託
者
は
、

　

特
に
新
規
で
希
望
さ
れ
る
預
託
者
は
、

次
の
内
容
に
留
意
の
上
、
期
日
ま
で
に

次
の
内
容
に
留
意
の
上
、
期
日
ま
で
に

「
利
用
申
請
書
」
を
提
出
願
い
ま
す
。

「
利
用
申
請
書
」
を
提
出
願
い
ま
す
。

▼▼
提
出
書
類

提
出
書
類

　

利
用
申
請
書
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

　

利
用
申
請
書
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

※※  

新
規
の
人
は
、
牧
場
事
務
所
に
電
話

新
規
の
人
は
、
牧
場
事
務
所
に
電
話

に
て
ご
連
絡
い
た
だ
い
た
後
、
牧
場

に
て
ご
連
絡
い
た
だ
い
た
後
、
牧
場

事
務
所
か
ら
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
「
利
用
申

事
務
所
か
ら
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
「
利
用
申

請
書
」
用
紙
を
送
信
し
ま
す
。

請
書
」
用
紙
を
送
信
し
ま
す
。

▼▼
提
出
期
限　

提
出
期
限　

２
月
２
月
１１
日日

（火）（火）
ま
で
ま
で

※
期
日
厳
守

※
期
日
厳
守

▼▼
留
意
事
項

留
意
事
項

①
原
則
、
家
畜
が
除
角
し
て
い
る
こ
と
。

①
原
則
、
家
畜
が
除
角
し
て
い
る
こ
と
。

②
家
畜
共
済
に
加
入
し
て
い
る
こ
と
。

②
家
畜
共
済
に
加
入
し
て
い
る
こ
と
。

③③  

家
畜
が
家
畜
伝
染
病
予
防
法
の
規
定

家
畜
が
家
畜
伝
染
病
予
防
法
の
規
定

に
よ
る
検
査
注
射
等
を
受
け
て
い
て
、

に
よ
る
検
査
注
射
等
を
受
け
て
い
て
、

か
つ
、
予
防
等
に
係
わ
る
検
査
、
そ

か
つ
、
予
防
等
に
係
わ
る
検
査
、
そ

の
他
措
置
が
で
き
る
こ
と
。

の
他
措
置
が
で
き
る
こ
と
。

④④  

生
後
７
カ
月
以
上
の
育
成
牛
で
あ
る

生
後
７
カ
月
以
上
の
育
成
牛
で
あ
る

こ
と
。

こ
と
。

⑤⑤  

家
畜
の
健
康
状
態
が
良
好
で
あ
る
こ
と
。

家
畜
の
健
康
状
態
が
良
好
で
あ
る
こ
と
。

⑥
そ
の
他
育
成
管
理
上
支
障
の
な
い
こ
と
。

⑥
そ
の
他
育
成
管
理
上
支
障
の
な
い
こ
と
。

▼▼
夏
期
放
牧
期
間

夏
期
放
牧
期
間

　

５
月

　

５
月
2020
日
～
日
～
1010
月月
1212
日
（
予
定
）

日
（
予
定
）

※
使
用
料　

１
日
２
６
０
円
（
１
頭
）

※
使
用
料　

１
日
２
６
０
円
（
１
頭
）

▼▼
冬
期
舎
飼
期
間

冬
期
舎
飼
期
間

　　

1010
月月
1313
日
～
５
月

日
～
５
月
1919
日
（
予
定
）

日
（
予
定
）

※
使
用
料　

１
日
６
１
０
円
（
１
頭
）

※
使
用
料　

１
日
６
１
０
円
（
１
頭
）

▼▼
牧
場
手
数
料
（
授
精
牛
捕
獲
）

牧
場
手
数
料
（
授
精
牛
捕
獲
）

　

２
千
５
０
０
円
（
１
頭
）

　

２
千
５
０
０
円
（
１
頭
）

※※  

申
込
状
況
に
よ
っ
て
は
、
入
牧
頭
数

申
込
状
況
に
よ
っ
て
は
、
入
牧
頭
数

の
調
整
を
行
い
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

の
調
整
を
行
い
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
理
解
と
ご
了
承
願
い
ま
す
。

じ
め
ご
理
解
と
ご
了
承
願
い
ま
す
。

▼
提
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先

▼
提
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
営
育
成
牧
場　

北
清
水
事
務
所

　

町
営
育
成
牧
場　

北
清
水
事
務
所

　

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

6262
‐
４
７
６
１

‐
４
７
６
１
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第第
2828
回
清
水
ジ
ュ
ニ
ア
ブ
ラ

回
清
水
ジ
ュ
ニ
ア
ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
定
期
演
奏
会
の

ス
バ
ン
ド
定
期
演
奏
会
の

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

　

清
水
ジ
ュ
ニ
ア
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
定

　

清
水
ジ
ュ
ニ
ア
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
定

期
演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

第
１
部
で
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ク
ラ
シ

　

第
１
部
で
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ク
ラ
シ

ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
を
、
第
２
部
で
は
清
水

ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
を
、
第
２
部
で
は
清
水

中
学
校
吹
奏
楽
部
・
清
水
高
等
学
校
吹

中
学
校
吹
奏
楽
部
・
清
水
高
等
学
校
吹

奏
楽
部
と
の
合
同
ス
テ
ー
ジ
、
第
３
部

奏
楽
部
と
の
合
同
ス
テ
ー
ジ
、
第
３
部

で
は
ポ
ッ
プ
ス
ス
テ
ー
ジ
を
行
い
ま
す
。

で
は
ポ
ッ
プ
ス
ス
テ
ー
ジ
を
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
家
族
・
友
人
と
、
演
奏
を
聴
き

ぜ
ひ
ご
家
族
・
友
人
と
、
演
奏
を
聴
き

に
来
て
く
だ
さ
い
。

に
来
て
く
だ
さ
い
。

【
演
奏
曲
（
予
定
）】

【
演
奏
曲
（
予
定
）】

　

第
九
ブ
ラ
ス
ロ
ッ
ク
、
ド
ラ
ゴ
ン
ク

　

第
九
ブ
ラ
ス
ロ
ッ
ク
、
ド
ラ
ゴ
ン
ク

エ
ス
ト
メ
ド
レ
ー　

他

エ
ス
ト
メ
ド
レ
ー　

他

▼▼
対
象
対
象　

町
民

　

町
民

▼▼
開
催
日
時

開
催
日
時

　

１
月

　

１
月
2929
日日

（土）（土）

　

開
場

　

開
場::

1313
時時
3030
分　

開
演

分　

開
演::

1414
時時

▼▼
会
場
会
場　

文
化
セ
ン
タ
ー　

大
ホ
ー
ル

　

文
化
セ
ン
タ
ー　

大
ホ
ー
ル

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
社
会
教
育
課
文
化
振
興
係

・
社
会
教
育
課
文
化
振
興
係

　

☎
6262
‐
５
１
１
５

‐
５
１
１
５

・
清
水
小
学
校
（
山
川
友
洋
）

・
清
水
小
学
校
（
山
川
友
洋
）

　

☎
6262
‐
２
０
８
２

‐
２
０
８
２

固
定
資
産
（
償
却
資
産
）
の

固
定
資
産
（
償
却
資
産
）
の

申
告
に
つ
い
て

申
告
に
つ
い
て

　

令
和
４
年
１
月
１
日
現
在
で
、
償
却

　

令
和
４
年
１
月
１
日
現
在
で
、
償
却

資
産
（
事
業
用
資
産
）
を
所
有
さ
れ
て

資
産
（
事
業
用
資
産
）
を
所
有
さ
れ
て

い
る
人
は
、
地
方
税
法
第
３
８
３
条
の

い
る
人
は
、
地
方
税
法
第
３
８
３
条
の

規
定
に
よ
り
、
市
町
村
長
に
申
告
し
な

規
定
に
よ
り
、
市
町
村
長
に
申
告
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
償
却
資
産
の
所

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
償
却
資
産
の
所

有
者
は
、
次
の
と
お
り
申
告
書
の
提
出

有
者
は
、
次
の
と
お
り
申
告
書
の
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼▼
対
象
償
却
資
産

対
象
償
却
資
産　　

　　

耐
用
年
数
が
１
年
以
上
で
、
取
得
価

耐
用
年
数
が
１
年
以
上
で
、
取
得
価

格
が
格
が
1010
万
円
以
上
の
事
業
用
機
械
、
備

万
円
以
上
の
事
業
用
機
械
、
備

品
な
ど

品
な
ど

▼▼
申
告
期
限

申
告
期
限　

１
月

　

１
月
3131
日日

（月）（月）

▼▼
提
出
窓
口

提
出
窓
口

　

税
務
課
ま
た
は
御
影
支
所

　

税
務
課
ま
た
は
御
影
支
所

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
資
産
税
係　

　

税
務
課
資
産
税
係　

☎☎
6262
‐
１
１
５
２

‐
１
１
５
２

税
申
告
の
感
染
予
防
対
策

税
申
告
の
感
染
予
防
対
策

に
つ
い
て

に
つ
い
て

　

町
道
民
税
申
告
及
び
所
得
税
確
定
申

　

町
道
民
税
申
告
及
び
所
得
税
確
定
申

告
は
、
２
月

告
は
、
２
月
1616
日日

（水）（水）
か
ら
３
月

か
ら
３
月
1515
日日

（火）（火）

ま
で
の
期
間
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ま
で
の
期
間
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
感
染
予
防
対
策
を
講
じ
た
う
え
、

感
染
症
感
染
予
防
対
策
を
講
じ
た
う
え
、

各
申
告
受
付
場
所
に
お
い
て
受
け
付
け

各
申
告
受
付
場
所
に
お
い
て
受
け
付
け

し
ま
す
。

し
ま
す
。

　

し
か
し
、
例
年
、
役
場
地
下
大
会
議

　

し
か
し
、
例
年
、
役
場
地
下
大
会
議

室
で
は
次
の
①
か
ら
③
の
受
付
日
時
が

室
で
は
次
の
①
か
ら
③
の
受
付
日
時
が

混
み
合
う
傾
向
に
あ
り
ま
す
の
で
、
混

混
み
合
う
傾
向
に
あ
り
ま
す
の
で
、
混

雑
を
避
け
る
た
め
に
来
場
日
時
の
変
更

雑
を
避
け
る
た
め
に
来
場
日
時
の
変
更

を
検
討
い
た
だ
く
な
ど
、
感
染
予
防
に

を
検
討
い
た
だ
く
な
ど
、
感
染
予
防
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

た
し
ま
す
。

▼▼
混
雑
傾
向
の
あ
る
日
時

混
雑
傾
向
の
あ
る
日
時　　

①
２
月

①
２
月
1616
日
（
初
日
）

日
（
初
日
）

②②  

清
水
地
区
申
告
受
付
員
減
少
日
の

清
水
地
区
申
告
受
付
員
減
少
日
の

　

３
月
１
日
と
３
月
２
日

　

３
月
１
日
と
３
月
２
日

③
各
受
付
日
の
午
前
中

③
各
受
付
日
の
午
前
中

◆
所
得
税
の
還
付
申
告
は
、
２
月

◆
所
得
税
の
還
付
申
告
は
、
２
月
1616
日日

を
待
た
ず
に
受
け
付
け
で
き
ま
す
。（
２

を
待
た
ず
に
受
け
付
け
で
き
ま
す
。（
２

月月
1515
日
以
前
の
役
場
で
の
申
告
は
、
税

日
以
前
の
役
場
で
の
申
告
は
、
税

務
課
で
受
け
付
け
し
ま
す
。）

務
課
で
受
け
付
け
し
ま
す
。）

◆
お
越
し
の
際
の
留
意
事
項

◆
お
越
し
の
際
の
留
意
事
項

　

当
日
、
発
熱
（

　

当
日
、
発
熱
（
3737
・
５
度
以
上
）
や

・
５
度
以
上
）
や

風
邪
の
症
状
、
倦
怠
感
な
ど
が
見
ら
れ

風
邪
の
症
状
、
倦
怠
感
な
ど
が
見
ら
れ

る
場
合
は
、
来
場
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

る
場
合
は
、
来
場
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
来
場
の
際
に
は
、
検
温
や
手

　

ま
た
、
来
場
の
際
に
は
、
検
温
や
手

指
消
毒
、
マ
ス
ク
の
着
用
に
ご
協
力
を

指
消
毒
、
マ
ス
ク
の
着
用
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

お
願
い
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
町
民
税
係

　

税
務
課
町
民
税
係

　　

☎☎
6262
‐
１
１
５
２

‐
１
１
５
２

令
和
４
年
度
個
人
町
・
道
民
税

令
和
４
年
度
個
人
町
・
道
民
税

の
申
告
受
付
に
つ
い
て

の
申
告
受
付
に
つ
い
て

　

令
和
４
年
度
個
人
町
・
道
民
税
の
申

　

令
和
４
年
度
個
人
町
・
道
民
税
の
申

告
を
２
月

告
を
２
月
1616
日
か
ら
３
月

日
か
ら
３
月
1515
日
ま
で
受

日
ま
で
受

付
し
ま
す
。

付
し
ま
す
。

　

個
人
町
・
道
民
税
の
申
告
が
必
要
な

　

個
人
町
・
道
民
税
の
申
告
が
必
要
な

人
は
、
令
和
４
年
１
月
１
日
現
在
で
清

人
は
、
令
和
４
年
１
月
１
日
現
在
で
清

水
町
内
に
住
所
の
あ
る
人
で
す
。

水
町
内
に
住
所
の
あ
る
人
で
す
。

　

た
だ
し
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す

　

た
だ
し
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す

る
人
や
、
次
の
①
ま
た
は
②
に
該
当
す

る
人
や
、
次
の
①
ま
た
は
②
に
該
当
す

る
場
合
は
、
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

る
場
合
は
、
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

①①  

令
和
３
年
中
の
所
得
が
給
与
所
得
の

令
和
３
年
中
の
所
得
が
給
与
所
得
の

み
で
年
末
調
整
を
受
け
た
人

み
で
年
末
調
整
を
受
け
た
人

②②  

令
和
３
年
中
の
所
得
が
清
水
町
町
税

令
和
３
年
中
の
所
得
が
清
水
町
町
税

条
例
で
定
め
る
金
額
以
下
の
人

条
例
で
定
め
る
金
額
以
下
の
人

※※  

国
民
健
康
保
険
加
入
の
人
は
、
国
民

国
民
健
康
保
険
加
入
の
人
は
、
国
民

健
康
保
険
税
の
申
告
が
必
要
と
な
り

健
康
保
険
税
の
申
告
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

ま
す
。

◆
障
害
者
控
除
、
ひ
と
り
親
控
除
ま
た

◆
障
害
者
控
除
、
ひ
と
り
親
控
除
ま
た

は
寡
婦
控
除
を
受
け
る
人
へ

は
寡
婦
控
除
を
受
け
る
人
へ

　

令
和
３
年
中
の
合
計
所
得
金
額
が

　

令
和
３
年
中
の
合
計
所
得
金
額
が
135135

万
円
以
下
で
あ
れ
ば
、
令
和
４
年
度
の

万
円
以
下
で
あ
れ
ば
、
令
和
４
年
度
の

個
人
町
・
道
民
税
が
非
課
税
（
均
等
割

個
人
町
・
道
民
税
が
非
課
税
（
均
等
割

も
所
得
割
も
か
か
ら
な
い
。）
と
な
り

も
所
得
割
も
か
か
ら
な
い
。）
と
な
り

ま
す
の
で
、
該
当
す
る
場
合
は
、
忘
れ

ま
す
の
で
、
該
当
す
る
場
合
は
、
忘
れ

ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※※  

年
末
調
整
で
所
得
控
除
の
適
用
を
受

年
末
調
整
で
所
得
控
除
の
適
用
を
受

け
た
人
、
給
与
支
払
報
告
書
に
障
害

け
た
人
、
給
与
支
払
報
告
書
に
障
害

者
等
の
記
載
が
あ
る
場
合
を
除
き
ま
す
。

者
等
の
記
載
が
あ
る
場
合
を
除
き
ま
す
。

◆
公
的
年
金
等
の
受
給
者
の
人
へ

◆
公
的
年
金
等
の
受
給
者
の
人
へ

◇◇  

令
和
３
年
中
の
公
的
年
金
等
の
収
入

令
和
３
年
中
の
公
的
年
金
等
の
収
入

金
額
が
４
０
０
万
円
以
下
で
、
公
的

金
額
が
４
０
０
万
円
以
下
で
、
公
的

年
金
等
以
外
の
所
得
金
額
が

年
金
等
以
外
の
所
得
金
額
が
2020
万
円
万
円

以
下
に
該
当
し
、
所
得
税
の
確
定
申

以
下
に
該
当
し
、
所
得
税
の
確
定
申

告
を
す
る
必
要
が
な
い
人
も
個
人
町
・

告
を
す
る
必
要
が
な
い
人
も
個
人
町
・

道
民
税
の
申
告
は
必
要
で
す
。

道
民
税
の
申
告
は
必
要
で
す
。

◇◇  

「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」
を
日
本
年

「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」
を
日
本
年

金
機
構
等
へ
提
出
し
た
人
で
控
除
対

金
機
構
等
へ
提
出
し
た
人
で
控
除
対

象
と
な
る
配
偶
者
・
扶
養
親
族
・
ひ

象
と
な
る
配
偶
者
・
扶
養
親
族
・
ひ

と
り
親
・
寡
婦
・
障
害
者
控
除
等
の

と
り
親
・
寡
婦
・
障
害
者
控
除
等
の

記
入
漏
れ
が
あ
っ
た
場
合
や
、「
扶

記
入
漏
れ
が
あ
っ
た
場
合
や
、「
扶

養
親
族
等
申
告
書
」
を
日
本
年
金
機

養
親
族
等
申
告
書
」
を
日
本
年
金
機

構
等
へ
提
出
し
て
い
な
い
人
で
配
偶
者
・

構
等
へ
提
出
し
て
い
な
い
人
で
配
偶
者
・

扶
養
親
族
・
ひ
と
り
親
・
寡
婦
・
障

扶
養
親
族
・
ひ
と
り
親
・
寡
婦
・
障

害
者
控
除
等
を
適
用
さ
せ
る
場
合
は
、

害
者
控
除
等
を
適
用
さ
せ
る
場
合
は
、

個
人
町
・
道
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

個
人
町
・
道
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

▼
申
告
受
付
場
所
情
報

▼
申
告
受
付
場
所
情
報

①
清
水
地
区
会
場

①
清
水
地
区
会
場

　

清
水
町
役
場
地
下
大
会
議
室

　

清
水
町
役
場
地
下
大
会
議
室

　

２
月

　

２
月
1616
日日

（水）（水）
～
３
月

～
３
月
1515
日日

（火）（火）

　

８
時

　

８
時
4545
分
～
分
～
1717
時時
3030
分分

　

※
土
日
・
祝
祭
日
を
除
く
。

　

※
土
日
・
祝
祭
日
を
除
く
。

②
御
影
地
区

②
御
影
地
区

　

御
影
公
民
館
大
集
会
室

　

御
影
公
民
館
大
集
会
室

・
３
月
１
日

・
３
月
１
日

（火）（火）
（（
1313
時
～
時
～
1616
時
）
時
）

・
３
月
２
日

・
３
月
２
日

（水）（水）
（（
1010
時
～
時
～
1212
時
）
時
）

※※  

御
影
地
区
の
人
に
つ
い
て
も
、
清
水

御
影
地
区
の
人
に
つ
い
て
も
、
清
水

地
区
会
場
で
の
申
告
受
付
は
可
能
で
す
。

地
区
会
場
で
の
申
告
受
付
は
可
能
で
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
町
民
税
係

　

税
務
課
町
民
税
係

　　

☎☎
6262
‐
１
１
５
２

‐
１
１
５
２

令
和
３
年
分
の
所
得
税

令
和
３
年
分
の
所
得
税

確
定
申
告
の
お
知
ら
せ

確
定
申
告
の
お
知
ら
せ

　

令
和
３
年
分
の
所
得
税
確
定
申
告
の

　

令
和
３
年
分
の
所
得
税
確
定
申
告
の

受
付
を
次
の
期
間
で
実
施
し
ま
す
。
詳

受
付
を
次
の
期
間
で
実
施
し
ま
す
。
詳

細
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

細
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
申
告
期
間

▼
申
告
期
間

　

２
月

　

２
月
1616
日日

（水）（水）
～
３
月

～
３
月
1515
日日

（火）（火）
ま
で
ま
で

※※  

役
場
税
務
課
で
の
還
付
の
確
定
申
告

役
場
税
務
課
で
の
還
付
の
確
定
申
告

は
１
月

は
１
月
2525
日日

（火）（火）
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

▼▼
申
告
受
付
場
所

申
告
受
付
場
所

①
帯
広
税
務
署

①
帯
広
税
務
署

　

９
時
～

　

９
時
～
1616
時時

　

帯
広
市
西
５
条
南
８
丁
目

　

帯
広
市
西
５
条
南
８
丁
目

　

帯
広
第
２
地
方
合
同
庁
舎

　

帯
広
第
２
地
方
合
同
庁
舎

※※  

帯
広
税
務
署
の
会
場
に
入
場
す
る
に

帯
広
税
務
署
の
会
場
に
入
場
す
る
に

は
「
入
場
整
理
券
」（
会
場
で
当
日

は
「
入
場
整
理
券
」（
会
場
で
当
日

配
布
も
し
く
は
国
税
庁
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公

配
布
も
し
く
は
国
税
庁
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公

式
ア
カ
ウ
ン
ト
で
事
前
発
行
）
が
必

式
ア
カ
ウ
ン
ト
で
事
前
発
行
）
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
配
布
状
況

要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
配
布
状
況

に
応
じ
て
後
日
の
来
場
を
お
願
い
す

に
応
じ
て
後
日
の
来
場
を
お
願
い
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く
。

※
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く
。

②
役
場
税
務
課
（
役
場
地
下
大
会
議
室
）

②
役
場
税
務
課
（
役
場
地
下
大
会
議
室
）

　

８
時

　

８
時
4545
分
～
分
～
1717
時時
3030
分分

※
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く
。

※
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く
。

※※  

な
お
、
御
影
地
区
の
申
告
受
付
日
時

な
お
、
御
影
地
区
の
申
告
受
付
日
時

お
よ
び
場
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

お
よ
び
場
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

御
影
公
民
館
大
集
会
室

　

御
影
公
民
館
大
集
会
室

・
３
月
１
日

・
３
月
１
日

（火）（火）
（（
1313
時
～
時
～
1616
時
）
時
）

・
３
月
２
日

・
３
月
２
日

（水）（水）
（（
1010
時
～
時
～
1212
時
）
時
）

※※  

御
影
地
区
の
人
に
つ
い
て
も
、
清
水

御
影
地
区
の
人
に
つ
い
て
も
、
清
水

地
区
会
場
で
の
申
告
受
付
は
可
能
で
す
。

地
区
会
場
で
の
申
告
受
付
は
可
能
で
す
。

◆
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
て
感
染
防
止
！

◆
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
て
感
染
防
止
！

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
パ
ソ

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
パ
ソ

コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
、

コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
、

所
得
税
・
消
費
税
・
贈
与
税
の
申
告
書

所
得
税
・
消
費
税
・
贈
与
税
の
申
告
書

を
作
成
し
、

を
作
成
し
、
ee--

Ｔ
ａ
ｘ
（
電
子
申
告
）

Ｔ
ａ
ｘ
（
電
子
申
告
）

ま
た
は
印
刷
し
て
郵
送
で
税
務
署
に
提

ま
た
は
印
刷
し
て
郵
送
で
税
務
署
に
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、
多
く
の
人

　

感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、
多
く
の
人

が
訪
れ
る
確
定
申
告
会
場
で
は
な
く
、

が
訪
れ
る
確
定
申
告
会
場
で
は
な
く
、

ぜ
ひ
ご
自
宅
で
の
申
告
書
の
作
成
・
提

ぜ
ひ
ご
自
宅
で
の
申
告
書
の
作
成
・
提

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼▼
お
問
い
合
わ
せ
先

お
問
い
合
わ
せ
先

・
税
務
課
町
民
税
係

・
税
務
課
町
民
税
係

　　

☎☎
6262
‐
１
１
５
２

‐
１
１
５
２

・
帯
広
税
務
署

・
帯
広
税
務
署

　　

☎☎
０
１
５
５
‐

０
１
５
５
‐
2424
‐
２
１
６
１

‐
２
１
６
１

水
道
の
管
理
に
つ
い
て

水
道
の
管
理
に
つ
い
て

お
客
様
の
財
産
で
す
！

お
客
様
の
財
産
で
す
！

　

水
道
メ
ー
タ
ー
か
ら
蛇
口
ま
で
の
配

　

水
道
メ
ー
タ
ー
か
ら
蛇
口
ま
で
の
配

管
等
は
、
お
客
様
の
財
産
で
す
の
で
、

管
等
は
、
お
客
様
の
財
産
で
す
の
で
、

ご
自
身
の
管
理
と
な
り
ま
す
。

ご
自
身
の
管
理
と
な
り
ま
す
。

　

ト
イ
レ
や
風
呂
、
台
所
な
ど
の
水
道

　

ト
イ
レ
や
風
呂
、
台
所
な
ど
の
水
道

管
や
蛇
口
か
ら
水
が
漏
れ
て
い
る
の
を

管
や
蛇
口
か
ら
水
が
漏
れ
て
い
る
の
を

知
り
な
が
ら
放
置
し
た
り
、
町
が
指
定

知
り
な
が
ら
放
置
し
た
り
、
町
が
指
定

し
て
い
る
給
水
設
備
指
定
業
者
等
に
依

し
て
い
る
給
水
設
備
指
定
業
者
等
に
依

頼
し
て
修
理
を
し
な
か
っ
た
時
な
ど
は

頼
し
て
修
理
を
し
な
か
っ
た
時
な
ど
は

そ
の
漏
水
分
も
含
め
て
料
金
が
か
か
り

そ
の
漏
水
分
も
含
め
て
料
金
が
か
か
り

ま
す
。

ま
す
。

い
つ
も
よ
り
使
用
水
量
が
多
い
！
？

い
つ
も
よ
り
使
用
水
量
が
多
い
！
？

　

毎
月
１
回
定
期
的
に
水
道
メ
ー
タ
ー

　

毎
月
１
回
定
期
的
に
水
道
メ
ー
タ
ー

の
検
針
に
伺
い
、「
水
道
使
用
量
の
お

の
検
針
に
伺
い
、「
水
道
使
用
量
の
お

知
ら
せ
」
を
投
函
し
て
い
ま
す
。

知
ら
せ
」
を
投
函
し
て
い
ま
す
。

　

使
用
水
量
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
、

　

使
用
水
量
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
、

検
針
期
間
中
に
蛇
口
の
閉
め
忘
れ
や
家

検
針
期
間
中
に
蛇
口
の
閉
め
忘
れ
や
家

族
の
帰
省
な
ど
の
原
因
以
外
で
水
量
が

族
の
帰
省
な
ど
の
原
因
以
外
で
水
量
が

増
え
る
要
因
が
な
い
の
に
、
使
用
量
が

増
え
る
要
因
が
な
い
の
に
、
使
用
量
が

増
え
て
い
れ
ば
漏
水
の
可
能
性
が
あ
り

増
え
て
い
れ
ば
漏
水
の
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

ま
す
。

　

ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
水
道
課
か

　

ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
水
道
課
か

ら
漏
水
調
査
に
伺
い
ま
す
。

ら
漏
水
調
査
に
伺
い
ま
す
。

▼▼
お
問
い
合
わ
せ
先

お
問
い
合
わ
せ
先

　　

水
道
課
業
務
係　

水
道
課
業
務
係　

☎☎
6262
‐
１
１
５
４

‐
１
１
５
４
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小
・
中
学
校
の
新
１
年
生
に

小
・
中
学
校
の
新
１
年
生
に

就
学
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

就
学
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

◆◆
小
学
生
の
就
学
通
知

小
学
生
の
就
学
通
知

　

教
育
委
員
会
で
は
、
令
和
４
年
４
月

　

教
育
委
員
会
で
は
、
令
和
４
年
４
月

に
小
学
校
へ
入
学
さ
れ
る
児
童
に
つ
い

に
小
学
校
へ
入
学
さ
れ
る
児
童
に
つ
い

て
、
１
月
下
旬
に
「
就
学
通
知
書
」
を

て
、
１
月
下
旬
に
「
就
学
通
知
書
」
を

保
護
者
宛
て
に
送
付
し
ま
す
。

保
護
者
宛
て
に
送
付
し
ま
す
。

　

町
に
住
民
登
録
し
、
平
成

　

町
に
住
民
登
録
し
、
平
成
2727
年
４
月

年
４
月

２
日
か
ら
平
成

２
日
か
ら
平
成
2828
年
４
月
１
日
ま
で
に

年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
児
童
が
対
象
で
す
。

生
ま
れ
た
児
童
が
対
象
で
す
。

　

現
在
の
住
所
地
で
住
民
登
録
を
し
て

　

現
在
の
住
所
地
で
住
民
登
録
を
し
て

い
な
い
家
庭
に
は
、
通
知
書
を
送
付
す

い
な
い
家
庭
に
は
、
通
知
書
を
送
付
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
届
か
な

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
届
か
な

い
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

い
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
中
学
生
の
就
学
通
知

◆
中
学
生
の
就
学
通
知

　

令
和
４
年
４
月
に
中
学
校
へ
入
学
さ

　

令
和
４
年
４
月
に
中
学
校
へ
入
学
さ

れ
る
生
徒
に
つ
い
て
、
１
月
下
旬
に
「
就

れ
る
生
徒
に
つ
い
て
、
１
月
下
旬
に
「
就

学
通
知
書
」
を
保
護
者
宛
て
に
送
付
し

学
通
知
書
」
を
保
護
者
宛
て
に
送
付
し

ま
す
。

ま
す
。

　

な
お
、
私
立
中
学
校
へ
入
学
す
る
場

　

な
お
、
私
立
中
学
校
へ
入
学
す
る
場

合
は
、
そ
の
学
校
の
入
学
許
可
証
を
学

合
は
、
そ
の
学
校
の
入
学
許
可
証
を
学

校
教
育
課
学
校
教
育
係
に
提
出
し
て
く

校
教
育
課
学
校
教
育
係
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

だ
さ
い
。

▼▼
お
問
い
合
わ
せ
先

お
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

　

学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

　　

☎
6262
‐
５
１
３
８

‐
５
１
３
８

納
税
だ
よ
り

納
税
だ
よ
り

　　

今
月
の
納
期
限　

１
月

今
月
の
納
期
限　

１
月
3131
日日
（月）（月）

・
国
民
健
康
保
険
税
（
第
７
期
）

・
国
民
健
康
保
険
税
（
第
７
期
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
第
７
期
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
第
７
期
）

　　

税
金
・
使
用
料
は

税
金
・
使
用
料
は
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

税
金
の
滞
納
は
、
納
期
限
内
に
納
税

　

税
金
の
滞
納
は
、
納
期
限
内
に
納
税

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
大
多
数
の
皆
さ

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
大
多
数
の
皆
さ

ん
と
の
公
平
性
を
欠
く
こ
と
に
な
り
ま

ん
と
の
公
平
性
を
欠
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
指
定
さ
れ
た
納
期
限
ま
で
の
納
付

す
。
指
定
さ
れ
た
納
期
限
ま
で
の
納
付

を
お
願
い
し
ま
す
。

を
お
願
い
し
ま
す
。

※※  
納
期
内
に
納
付
が
難
し
い
と
き
は
、

納
期
内
に
納
付
が
難
し
い
と
き
は
、

分
割
納
付
の
相
談
、
ま
た
は
猶
予
制

分
割
納
付
の
相
談
、
ま
た
は
猶
予
制

度
ご
利
用
の
相
談
が
で
き
ま
す
の
で
、

度
ご
利
用
の
相
談
が
で
き
ま
す
の
で
、

放
置
せ
ず
税
務
課
納
税
係
ま
で
ご
連

放
置
せ
ず
税
務
課
納
税
係
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

絡
く
だ
さ
い
。

▼▼
お
問
い
合
わ
せ
先

お
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
納
税
係　

　

税
務
課
納
税
係　

☎☎
6262
‐
１
１
５
２

‐
１
１
５
２

ご
み
の
収
集
場
所
に

ご
み
の
収
集
場
所
に

か
か
わ
る
お
願
い

か
か
わ
る
お
願
い

　

転
居
や
住
宅
の
新
築
等
に
よ
り
ご
み

　

転
居
や
住
宅
の
新
築
等
に
よ
り
ご
み

の
収
集
場
所
（
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）
が
変

の
収
集
場
所
（
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）
が
変

わ
る
場
合
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

わ
る
場
合
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

町
で
は
、
原
則
個
人
に
よ
る
ご
み
の
収

町
で
は
、
原
則
個
人
に
よ
る
ご
み
の
収

集
場
所
（
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）
の
新
設
は

集
場
所
（
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）
の
新
設
は

ご
遠
慮
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ご
遠
慮
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
諸
事
情
に
よ
り
新
規
で
収

　

た
だ
し
、
諸
事
情
に
よ
り
新
規
で
収

集
箇
所
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、、
必

集
箇
所
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、、
必

ず
町
民
生
活
課
生
活
環
境
係
ま
で
ご
相

ず
町
民
生
活
課
生
活
環
境
係
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。（
収
集
路
線
の
状
況
か

談
く
だ
さ
い
。（
収
集
路
線
の
状
況
か

ら
収
集
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

ら
収
集
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

　

な
お
、
ご
み
収
集
場
所
（
ス
テ
ー
シ

　

な
お
、
ご
み
収
集
場
所
（
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
）
の
主
な
基
準
は
次
の
と
お
り
と

ョ
ン
）
の
主
な
基
準
は
次
の
と
お
り
と

な
り
ま
す
。

な
り
ま
す
。

・・  

効
率
的
に
ご
み
収
集
が
で
き
る
よ
う
、

効
率
的
に
ご
み
収
集
が
で
き
る
よ
う
、

５
戸
以
上
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

５
戸
以
上
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・・  

歩
行
者
、
車
の
通
行
に
支
障
が
無
い

歩
行
者
、
車
の
通
行
に
支
障
が
無
い

よ
う
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

よ
う
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

・・  

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
場
合
は
、
原
則
金

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
場
合
は
、
原
則
金

属
製
で
、
カ
ラ
ス
等
の
侵
入
が
防
止

属
製
で
、
カ
ラ
ス
等
の
侵
入
が
防
止

で
き
、
か
つ
収
集
作
業
員
が
容
易
に

で
き
、
か
つ
収
集
作
業
員
が
容
易
に

業
務
で
き
る
構
造
に
し
て
く
だ
さ
い
。

業
務
で
き
る
構
造
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・・  

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
場
合
は
、
開
閉
し

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
場
合
は
、
開
閉
し

な
く
て
も
、
ご
み
の
有
無
が
確
認
で

な
く
て
も
、
ご
み
の
有
無
が
確
認
で

き
る
構
造
に
し
て
く
だ
さ
い
。

き
る
構
造
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・・  

除
雪
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備

除
雪
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備

等
は
常
に
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

等
は
常
に
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

▼▼
お
問
い
合
わ
せ
先

お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
民
生
活
課
生
活
環
境
係

　

町
民
生
活
課
生
活
環
境
係

　　

☎☎
6767
‐
７
５
５
５

‐
７
５
５
５

路
上
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う

路
上
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

冬
期
間
の
路
上
駐
車
は
除
雪
作
業
の

　

冬
期
間
の
路
上
駐
車
は
除
雪
作
業
の

妨
げ
に
な
り
ま
す
。

妨
げ
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
雪
に
埋
も
れ
た
車
に
気
付
か

　

ま
た
、
雪
に
埋
も
れ
た
車
に
気
付
か

ず
に
接
触
し
て
し
ま
う
こ
と
や
、
近
所

ず
に
接
触
し
て
し
ま
う
こ
と
や
、
近
所

間
で
の
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

間
で
の
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
消
防
車
・
救
急
車
と
い
っ

　

さ
ら
に
、
消
防
車
・
救
急
車
と
い
っ

た
緊
急
車
両
の
通
行
が
で
き
な
く
な
り
、

た
緊
急
車
両
の
通
行
が
で
き
な
く
な
り
、

命
に
関
わ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

命
に
関
わ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

路
上
駐
車
に
限
ら
ず
、
歩
道
上
で
の

　

路
上
駐
車
に
限
ら
ず
、
歩
道
上
で
の

駐
車
も
、
通
学
路
を
ふ
さ
い
で
し
ま
い
、

駐
車
も
、
通
学
路
を
ふ
さ
い
で
し
ま
い
、

子
ど
も
た
ち
が
歩
道
を
歩
け
な
い
状
態

子
ど
も
た
ち
が
歩
道
を
歩
け
な
い
状
態

に
な
り
ま
す
。

に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
歩
道
上
で
の
駐
車
は
交
通
違

　

ま
た
、
歩
道
上
で
の
駐
車
は
交
通
違

反
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

反
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

歩
道
上
で
の
駐
車
や
長
時
間
の
路
上

　

歩
道
上
で
の
駐
車
や
長
時
間
の
路
上

駐
車
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

駐
車
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

▼▼
お
問
い
合
わ
せ
先

お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
民
生
活
課
住
民
活
動
係

　

町
民
生
活
課
住
民
活
動
係

　　  

☎☎
6262
‐
１
１
５
１

‐
１
１
５
１

　

建
設
課
土
木
管
理
係

　

建
設
課
土
木
管
理
係

　　

☎☎
6262
‐
２
１
１
３

‐
２
１
１
３

道
の
交
通
事
故
相
談
所
を

道
の
交
通
事
故
相
談
所
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

北
海
道
で
は
、
交
通
事
故
相
談
所
を

　

北
海
道
で
は
、
交
通
事
故
相
談
所
を

設
置
し
、
専
門
の
相
談
員
が
無
料
で
相

設
置
し
、
専
門
の
相
談
員
が
無
料
で
相

談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
！

談
く
だ
さ
い
！

・
交
通
事
故
に
あ
っ
た
け
れ
ど
、
ど
う

・
交
通
事
故
に
あ
っ
た
け
れ
ど
、
ど
う

　

し
た
ら
良
い
か
わ
か
ら
な
い
。

　

し
た
ら
良
い
か
わ
か
ら
な
い
。

・
損
害
賠
償
の
額
が
適
正
か
ど
う
か
知

・
損
害
賠
償
の
額
が
適
正
か
ど
う
か
知

　

り
た
い
。

　

り
た
い
。

・
示
談
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
た
ら
い
い

・
示
談
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
た
ら
い
い

　

の
か
？

　

の
か
？

・
遺
さ
れ
た
遺
児
へ
の
生
活
（
教
育
）

・
遺
さ
れ
た
遺
児
へ
の
生
活
（
教
育
）

　

資
金
の
手
当
て
は
？　
　

な
ど

　

資
金
の
手
当
て
は
？　
　

な
ど

▼▼
相
談
受
付
時
間

相
談
受
付
時
間

　

平
日　

９
時
～

　

平
日　

９
時
～
1616
時時
3030
分
ま
で

分
ま
で

　
（
　
（
1717
時
終
了
）

時
終
了
）

▼▼
相
談
先

相
談
先　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

・
北
海
道
交
通
事
故
相
談
所
（
道
庁
）

・
北
海
道
交
通
事
故
相
談
所
（
道
庁
）

【
電
話
相
談
】

【
電
話
相
談
】

　　

☎☎
０
１
１
‐
２
０
４
‐
５
２
２
０

０
１
１
‐
２
０
４
‐
５
２
２
０

【
文
書
相
談
】

【
文
書
相
談
】

　　

FAXFAX
０
１
１
‐
２
３
２
‐
７
４
５
２

０
１
１
‐
２
３
２
‐
７
４
５
２

　　

  kansei.dousei2@pref.
  kansei.dousei2@pref.

   hokkaido.lg.jp
   hokkaido.lg.jp

【
面
接
相
談
】

【
面
接
相
談
】

　

札
幌
市
中
央
区
北
３
条
西
６
丁
目

　

札
幌
市
中
央
区
北
３
条
西
６
丁
目

　
（
道
庁
１
階
）

　
（
道
庁
１
階
）

・
十
勝
総
合
振
興
局

・
十
勝
総
合
振
興
局

　
　
（
保
健
環
境
部
環
境
生
活
課
）

　
　
（
保
健
環
境
部
環
境
生
活
課
）

　　

☎☎
０
１
５
５
‐

０
１
５
５
‐
2626
‐
９
２
４
９

‐
９
２
４
９

【
面
接
相
談
】

【
面
接
相
談
】

　

帯
広
市
東
３
条
南
３
丁
目

　

帯
広
市
東
３
条
南
３
丁
目

※
相
談
に
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

※
相
談
に
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

※※
１
件
あ
た
り
お
よ
そ
１
時
間
と
し
ま
す
。

１
件
あ
た
り
お
よ
そ
１
時
間
と
し
ま
す
。

２
月
７
日
は
北
方
領
土
の
日
で
す

２
月
７
日
は
北
方
領
土
の
日
で
す

　

１
月

　

１
月
2121
日日

（金）（金）
か
ら
２
月

か
ら
２
月
2020
日日

（日）（日）
は
「
北

は
「
北

方
領
土
の
日
」
特
別
啓
発
期
間
で
す
。

方
領
土
の
日
」
特
別
啓
発
期
間
で
す
。

　

歯
舞
群
島
、
色
丹
島
、
国
後
島
及
び

　

歯
舞
群
島
、
色
丹
島
、
国
後
島
及
び

択
捉
島
で
構
成
さ
れ
る
北
方
四
島
は
、

択
捉
島
で
構
成
さ
れ
る
北
方
四
島
は
、

本
来
日
本
の
領
土
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
来
日
本
の
領
土
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

未
だ
、
領
土
問
題
は
未
解
決
で
あ
る

　

未
だ
、
領
土
問
題
は
未
解
決
で
あ
る

た
め
、
早
期
解
決
に
向
け
署
名
コ
ー
ナ

た
め
、
早
期
解
決
に
向
け
署
名
コ
ー
ナ

ー
を
設
置
し
ま
す
。
ご
署
名
の
ほ
ど
よ

ー
を
設
置
し
ま
す
。
ご
署
名
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
コ
ー
ナ
ー
設
置
期
間

▼
コ
ー
ナ
ー
設
置
期
間

　

１
月

　

１
月
2121
日日

（金）（金）
～
２
月

～
２
月
2020
日日

（日）（日）

▼
コ
ー
ナ
ー
設
置
場
所

▼
コ
ー
ナ
ー
設
置
場
所

・
町
民
生
活
課
住
民
活
動
係

・
町
民
生
活
課
住
民
活
動
係

・
町
づ
く
り
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
役
場
内
）

・
町
づ
く
り
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
役
場
内
）

・
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
ロ
ビ
ー

・
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
ロ
ビ
ー

・
文
化
セ
ン
タ
ー

・
文
化
セ
ン
タ
ー

・
図
書
館

・
図
書
館

・
御
影
支
所

・
御
影
支
所

　

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
は
、
裸
の
あ

　

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
は
、
裸
の
あ

か
ち
ゃ
ん
の
全
身
を
優
し
く
マ
ッ
サ
ー

か
ち
ゃ
ん
の
全
身
を
優
し
く
マ
ッ
サ
ー

ジ
す
る
も
の
で
す
。
お
子
さ
ん
の
発
育

ジ
す
る
も
の
で
す
。
お
子
さ
ん
の
発
育

や
情
緒
の
発
達
を
う
な
が
す
効
果
が
あ

や
情
緒
の
発
達
を
う
な
が
す
効
果
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
育
児
の
ス
ト
レ
ス
を

り
ま
す
。
ま
た
、
育
児
の
ス
ト
レ
ス
を

や
わ
ら
げ
、
楽
し
く
お
子
さ
ん
と
向
き

や
わ
ら
げ
、
楽
し
く
お
子
さ
ん
と
向
き

合
う
時
間
を
も
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

合
う
時
間
を
も
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

目
と
目
を
合
わ
せ
な
が
ら
の
優
し
い

　

目
と
目
を
合
わ
せ
な
が
ら
の
優
し
い

タ
ッ
チ
で
お
子
さ
ん
へ
「
大
好
き
」
の

タ
ッ
チ
で
お
子
さ
ん
へ
「
大
好
き
」
の

気
持
ち
を
伝
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

気
持
ち
を
伝
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼▼
対
象
対
象　

お
お
む
ね
生
後
１
か
月
か
ら

　

お
お
む
ね
生
後
１
か
月
か
ら

▼▼
日
時
日
時　　

毎
月
毎
月
第
１
～
４
木
曜
日

第
１
～
４
木
曜
日
（
第
５

（
第
５

週
目
は
お
休
み
で
す
）

週
目
は
お
休
み
で
す
）
1111
時
～
時
～
1111
時時
3030
分分

▼▼
場
所
場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼▼
持
ち
物

持
ち
物　　

　　

バ
ス
タ
オ
ル
、
小
さ
め
の
レ
ジ
ャ
ー
シ

バ
ス
タ
オ
ル
、
小
さ
め
の
レ
ジ
ャ
ー
シ

ー
ト
（
お
し
っ
こ
防
水
シ
ー
ト
）、
オ
ム
ツ

ー
ト
（
お
し
っ
こ
防
水
シ
ー
ト
）、
オ
ム
ツ

▼▼
そ
の
他

そ
の
他　　

　

事
前
申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

　

事
前
申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ん
。
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

参
加
は
無
料
で
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

　

参
加
回
数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

参
加
回
数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼▼
お
問
い
合
わ
せ
先

お
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係

　

子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係

　　

☎☎
6969
‐
２
２
２
６

‐
２
２
２
６

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
に

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

参
加
し
ま
せ
ん
か

▼▼
お
問
い
合
わ
せ
先

お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
民
生
活
課
住
民
活
動
係

　

町
民
生
活
課
住
民
活
動
係

　
☎
　
☎
6262
‐
１
１
５
１

‐
１
１
５
１

町
公
式
防
災
ツ
イ
ッ
タ
ー
の

町
公
式
防
災
ツ
イ
ッ
タ
ー
の

フ
ォ
ロ
ー
を
お
願
い
し
ま
す

フ
ォ
ロ
ー
を
お
願
い
し
ま
す

　　

町
公
式
防
災
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
運
用
し

町
公
式
防
災
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
運
用
し

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

　

ツ
イ
ッ
タ
ー
上
で
「
北
海
道
清
水
町

　

ツ
イ
ッ
タ
ー
上
で
「
北
海
道
清
水
町

防
災
」
と
検
索
く
だ
さ
い
。

防
災
」
と
検
索
く
だ
さ
い
。

　

発
信
内
容
は
、
防
災
メ
ー
ル
で
発
信

　

発
信
内
容
は
、
防
災
メ
ー
ル
で
発
信

す
る
内
容
と
同
じ
で
す
。

す
る
内
容
と
同
じ
で
す
。

　
「
北
海
道
清
水
町
防
災
」
を
フ
ォ
ロ

　
「
北
海
道
清
水
町
防
災
」
を
フ
ォ
ロ

ー
し
て
、
万
が
一
に
備
え
て
く
だ
さ
い
。

ー
し
て
、
万
が
一
に
備
え
て
く
だ
さ
い
。

町
の
情
報
、
お
待
ち
し
て

町
の
情
報
、
お
待
ち
し
て

い
ま
す
！

い
ま
す
！　　

　

町
で
あ
な
た
が
見
つ
け
た
出
来
事
な

ど
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

情
報
は
、
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記

の
上
、
広
報
レ
タ
ー
や
手
紙
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

〒
０
８
９
‐
０
１
９
２　

清
水
町
南

　

４
条
２
丁
目
２
番
地

　

清
水
町
役
場　

企
画
課
広
報
広
聴
係

☎☎
6262
‐
２
１
１
４

‐
２
１
１
４

　

62
‐
５
１
１
６

　

bosyu@town.shimizu.hokkado.
jp　
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子育て支援センター事業について子育て支援センター事業について  

■げんきひろば　 9：30～11：30■げんきひろば　 9：30～11：30
※０歳～就学前の子とその保護者が対象です。※０歳～就学前の子とその保護者が対象です。

■御影げんきひろば　10：00～11：30■御影げんきひろば　10：00～11：30
※０歳～就学前の子とその保護者が対象です。※０歳～就学前の子とその保護者が対象です。

■ＰＭげんき　13：30～15：30■ＰＭげんき　13：30～15：30
※０歳～就学前の子とその保護者が対象です。※０歳～就学前の子とその保護者が対象です。
※げんきひろばのスペースを開放します。※げんきひろばのスペースを開放します。

■ベビーマッサージ　11：00～11：30■ベビーマッサージ　11：00～11：30
※おおむね生後１か月から※おおむね生後１か月から
※持ち物　バスタオル、小さめのレジャーシー※持ち物　バスタオル、小さめのレジャーシー
　　　　　ト（おしっこ防水シート）、おむつ　　　　　ト（おしっこ防水シート）、おむつ

■ファミリーデー　9：30～11：30■ファミリーデー　9：30～11：30
※０歳～就学前の子とその保護者が対象です。※０歳～就学前の子とその保護者が対象です。
◎会場は、保健福祉センターです。◎会場は、保健福祉センターです。
◎御影げんきひろばの会場は御影改善センターです。◎御影げんきひろばの会場は御影改善センターです。
◎詳しくは、子育て支援センター（◎詳しくは、子育て支援センター（☎☎69-222669-2226））
　までお問い合わせください。　までお問い合わせください。
◎第５週目はお休みです。◎第５週目はお休みです。

御影げんき

げんき

ベビマ

ＰＭげんき

ファミリー

　令和４年２月の子育て支援センター事業を次のとおり行います。

子育て支援センター事業カレンダー子育て支援センター事業カレンダー
令和４年２令和４年２月月

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28

ファミリー

御影げんき

ＰＭげんき

げんき げんき

げんき

げんき

ＰＭげんき

げんき

ＰＭげんき

御影げんき

ＰＭげんき

げんき

げんき

ＰＭげんき

ベビマ

ＰＭげんき

げんき

ベビマ

ＰＭげんき

げんき

ベビマ

ＰＭげんき

げんき

ベビマ

ＰＭげんき

げんき

ＰＭげんき

御影げんき

げんき げんき

御影げんき

ＰＭげんき

げんき

　

介
護
保
険
法
に
よ
る
要
支
援
及
び
要

　

介
護
保
険
法
に
よ
る
要
支
援
及
び
要

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
で
、
認
知

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
で
、
認
知

症
や
障
害
高
齢
者
の
日
常
生
活
自
立
度

症
や
障
害
高
齢
者
の
日
常
生
活
自
立
度

が
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、
障
害

が
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、
障
害

者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保

者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
等
の
交
付
を
受
け
て
い
な

健
福
祉
手
帳
等
の
交
付
を
受
け
て
い
な

い
人
も
、
障
害
者
控
除
を
受
け
ら
れ
る

い
人
も
、
障
害
者
控
除
を
受
け
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

該
当
す
る
人
に
は
、
年
末
調
整
ま
た
は

　

該
当
す
る
人
に
は
、
年
末
調
整
ま
た
は

確
定
申
告
の
際
に
使
用
す
る
「
障
害
者
控

確
定
申
告
の
際
に
使
用
す
る
「
障
害
者
控

除
対
象
者
認
定
書
」
を
交
付
し
ま
す
。

除
対
象
者
認
定
書
」
を
交
付
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
福
祉
課
介
護
保
険
係

　

保
健
福
祉
課
介
護
保
険
係

　　

☎☎
6969
‐
２
２
２
２

‐
２
２
２
２

要
支
援
・
要
介
護
認
定
者
の

要
支
援
・
要
介
護
認
定
者
の

所
得
税
・
地
方
税
上
の

所
得
税
・
地
方
税
上
の

障
害
者
控
除
に
つ
い
て

障
害
者
控
除
に
つ
い
て

　

確
定
申
告
で
医
療
費
控
除
を
受
け
る

　

確
定
申
告
で
医
療
費
控
除
を
受
け
る

に
は
、領
収
書
の
提
出
の
代
わ
り
に「
医

に
は
、領
収
書
の
提
出
の
代
わ
り
に「
医

療
費
控
除
の
明
細
書
」
の
添
付
が
必
要

療
費
控
除
の
明
細
書
」
の
添
付
が
必
要

で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。（
医
療

で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。（
医
療

費
の
領
収
書
の
添
付
は
不
要
で
す
。）

費
の
領
収
書
の
添
付
は
不
要
で
す
。）

　

医
療
費
の
領
収
書
は
自
宅
で
５
年
保

　

医
療
費
の
領
収
書
は
自
宅
で
５
年
保

存
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。（
税
務
署

存
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。（
税
務
署

か
ら
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
掲
示
ま
た

か
ら
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
掲
示
ま
た

は
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。）

は
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。）

※※  

申
告
の
際
は
、「
医
療
費
控
除
の
明

申
告
の
際
は
、「
医
療
費
控
除
の
明

細
書
」」
を
あ
ら
か
じ
め
作
成
（
記

細
書
」」
を
あ
ら
か
じ
め
作
成
（
記

入
等
）
し
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

入
等
）
し
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※※  

「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」
の
所
定

「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」
の
所
定

用
紙
は
、
税
務
課
ま
た
は
御
影
支
所

用
紙
は
、
税
務
課
ま
た
は
御
影
支
所

な
ど
で
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

な
ど
で
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
帯
広
税
務
署

・
帯
広
税
務
署

　　

☎☎
０
１
５
５
‐

０
１
５
５
‐
2424
‐
２
１
６
１

‐
２
１
６
１

・
税
務
課
町
民
税
係

・
税
務
課
町
民
税
係

　　

☎☎
6262
‐
１
１
５
２

‐
１
１
５
２

医
療
費
控
除
は
、「
医
療
費

医
療
費
控
除
は
、「
医
療
費

控
除
の
明
細
書
」
の
添
付
が

控
除
の
明
細
書
」
の
添
付
が

必
要
で
す
！

必
要
で
す
！  

日　　時 対象 会場

乳幼児健康相談 10 日（木） 14 時～ 16 時 乳幼児 保健福祉
センター

２か月児相談 24 日（木） 10 時～ 令和３年 12 月生 保健福祉
センター

乳児健診
ＢＣＧ

相談日 15 日（火）

９時15分～９時30分受付
13時 15分～ 13時 30分受付
※ 相談時間は対象者に別途
通知します。

令和３年９月生
令和３年３月生

保健福祉
センター

診察日 25 日（金） 13時 30分～ 13時 40分受付

７～８か月児相談
（ブックスタート） 22 日（火）

９時45分～ 10時　受付
13時 15分～ 13時 30分受付
※ 受付時間は対象者に別途
通知します。

令和３年６月～７月生 保健福祉
センター

１歳２か月児相談 10 日（木） 13 時～ 令和２年 12 月生 保健福祉
センター

１歳６か月児健診
（相談日） 18 日（金）

９時15分～９時30分受付
13時 15分～ 13時 30分受付
※ 相談時間は対象者に別途
通知します。

令和２年５月 30 日
　　　　　～８月 31 日生

保健福祉
センター

３歳児健診

相談日 ８日（火）

９時15分～９時30分受付
13時 15分～ 13時 30分受付
※ 相談時間は対象者に別途
通知します。 平成 30 年 11 月 16 日～

　　　　　12 月 31 日生
保健福祉
センター

診察日 16 日（水） 13時 40分～ 13時 50分受付

ママパパ学級

１日（火）
５日（土）
９日（水）
17 日（木）
24 日（木）

時間は対象者に別途通知し
ます。 妊婦とその夫 保健福祉

センター

健康づくり運動教室

７日（月）
14 日（月）
21 日（月）
28 日（月）

９時45分～ 11時 30分 一般町民
※要事前申し込み

保健福祉
センター

定期の予防接種
４種混合（ジフテリア・百日咳・破傷風・ポリオ）、２種混合（ジフテリア・破傷風）、不活化ポリオ、ロ
タウイルス、ヒブ、小児用肺炎球菌、Ｂ型肝炎、麻しん（はしか）風しん混合、水痘（水ぼうそう）、日
本脳炎、子宮頸がん予防、高齢者の肺炎球菌、高齢者のインフルエンザ

任意の予防接種
おたふくかぜ、高校生以下のインフルエンザ
※ 保護者と本人が医師と相談し、ワクチンの効果や副反応について、十分理解した上で接種するか
否かを決めてください。）

接種医療機関 清水赤十字病院、だい内科医院、前田クリニック（ロタウイルス以外）、御影診療所（ロタウイルス以外）

接種料金 高齢者のインフルエンザと肺炎球菌は、町が一部負担します。
その他の予防接種は、町が全額負担します。

２月の健康カレンダー２月の健康カレンダー

＜予防接種＞事前に接種医療機関へ予約してください。

※ 骨粗しょう症検診を毎週水曜日に清水赤十字病院で行っています。対象は18歳以上の女性です。前日までに病院にお※ 骨粗しょう症検診を毎週水曜日に清水赤十字病院で行っています。対象は18歳以上の女性です。前日までに病院にお
申し込みください。（清水赤十字病院申し込みください。（清水赤十字病院☎62-2513）62-2513）

※ こころの健康相談を保健所で、毎月第２火曜日と毎月第４木曜日に行っています。ご本人やご家族からの相談をお受※ こころの健康相談を保健所で、毎月第２火曜日と毎月第４木曜日に行っています。ご本人やご家族からの相談をお受
けします。予約制ですので、帯広保健所又は保健福祉センター窓口までご連絡ください（専用電話0155-21-9110）。けします。予約制ですので、帯広保健所又は保健福祉センター窓口までご連絡ください（専用電話0155-21-9110）。
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図
書
館
職
員
が
出
張
し
て
お
は
な
し

　

図
書
館
職
員
が
出
張
し
て
お
は
な
し

会
を
開
催
し
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
大
人

会
を
開
催
し
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
楽
し
め
る
お
は
な
し
を
ご
用
意
し

ま
で
楽
し
め
る
お
は
な
し
を
ご
用
意
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ

さ
い
。

さ
い
。

　

な
お
、

　

な
お
、
新
型
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
予
防
対
策
と
し
て
、
参
加
す
る
際
は
、

症
予
防
対
策
と
し
て
、
参
加
す
る
際
は
、

マ
ス
ク
の
着
用
と
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

マ
ス
ク
の
着
用
と
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

受
付
で
の
お
名
前
と
連
絡
先
の
記
入
に

受
付
で
の
お
名
前
と
連
絡
先
の
記
入
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼▼
日
時　
日
時　

２
月
２
月
1919
日日

（土）（土）

　　

1313
時時
3030
分
～
分
～
1414
時
ま
で

時
ま
で

▼▼
場
所
場
所　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼▼
お
問
い
合
わ
せ
先

お
問
い
合
わ
せ
先

　　

図
書
館　

図
書
館　

☎☎
6262
‐
３
０
３
０

‐
３
０
３
０

　

２
月
の
展
示
は
、
町
内
の
村
上
俊
彦

　

２
月
の
展
示
は
、
町
内
の
村
上
俊
彦

さ
ん
に
よ
る
油
彩
画
展
で
す
。

さ
ん
に
よ
る
油
彩
画
展
で
す
。

　

清
水
の
四
季
折
々
の
美
し
い
風
景
を
、

　

清
水
の
四
季
折
々
の
美
し
い
風
景
を
、

０
号
や
３
号
と
い
う
小
さ
な
サ
イ
ズ
の

０
号
や
３
号
と
い
う
小
さ
な
サ
イ
ズ
の

キ
ャ
ン
パ
ス
に
ぎ
ゅ
っ
と
詰
め
込
ん
だ

キ
ャ
ン
パ
ス
に
ぎ
ゅ
っ
と
詰
め
込
ん
だ

魅
力
的
な
作
品
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

魅
力
的
な
作
品
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

『『
村
上
俊
彦
油
彩
画
作
品
展　

四
季
の
清
水

村
上
俊
彦
油
彩
画
作
品
展　

四
季
の
清
水
』』

▼▼
展
示
期
間

展
示
期
間

　

２
月
２
日

　

２
月
２
日

（水）（水）
～
２
月

～
２
月
2727
日日

（日）（日）

　　

1010
時
～
時
～
1818
時時

※
火
曜
・
祝
日
は
休
館
で
す
。

※
火
曜
・
祝
日
は
休
館
で
す
。

▼▼
お
問
い
合
わ
せ
先

お
問
い
合
わ
せ
先

　　

図
書
館　

図
書
館　

☎☎
6262
‐
３
０
３
０

‐
３
０
３
０

２
月
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
展

２
月
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
展

のの
ご
案
内

ご
案
内

↑図書館のＨＰはこちら

２月
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12

13 14 15 16 17 18 1919

20 21 22 23 24 25 2626

27 28

図書館カレンダー図書館カレンダー 出
張
お
は
な
し
会
に

出
張
お
は
な
し
会
に

お
越
し
く
だ
さ
い

お
越
し
く
だ
さ
い

は休館日　　 はおはなし会

除
籍
済
み
資
料
・
雑
誌
を

除
籍
済
み
資
料
・
雑
誌
を

差
し
上
げ
ま
す

差
し
上
げ
ま
す

　

清
水
町
図
書
館
で
は
、
保
存
期
限
切

　

清
水
町
図
書
館
で
は
、
保
存
期
限
切

れ
等
の
理
由
で
除
籍
し
た
資
料
や
雑
誌

れ
等
の
理
由
で
除
籍
し
た
資
料
や
雑
誌

を
町
民
の
皆
さ
ん
へ
無
料
で
提
供
し
ま

を
町
民
の
皆
さ
ん
へ
無
料
で
提
供
し
ま

す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼▼
実
施
期
間

実
施
期
間

　

２
月

　

２
月
1616
日日

（水）（水）
～
２
月

～
２
月
2121
日日

（月）（月）

　　

1010
時
～
時
～
1818
時時

▼▼
実
施
場
所

実
施
場
所　

図
書
館
正
面
玄
関
内

　

図
書
館
正
面
玄
関
内

▼▼
お
問
い
合
わ
せ
先

お
問
い
合
わ
せ
先

　　

図
書
館　

図
書
館　

☎☎
6262
‐
３
０
３
０

‐
３
０
３
０

　

絵
本
・
紙
芝
居
な
ど
、
季
節
に
あ
わ

　

絵
本
・
紙
芝
居
な
ど
、
季
節
に
あ
わ

せ
た
楽
し
い
お
は
な
し
を
ご
用
意
し
て

せ
た
楽
し
い
お
は
な
し
を
ご
用
意
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
予
防
対
策
と
し
て
、
参
加
す
る
際
は

症
予
防
対
策
と
し
て
、
参
加
す
る
際
は

マ
ス
ク
の
着
用
と
受
付
で
の
お
名
前
と

マ
ス
ク
の
着
用
と
受
付
で
の
お
名
前
と

連
絡
先
の
記
入
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
の
記
入
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼▼
日
時　
日
時　

２
月
２
月
2626
日日

（土）（土）

　　

1111
時時
3030
分
～
分
～
1212
時
ま
で

時
ま
で

▼▼
場
所　
場
所　

図
書
館

図
書
館
（
１
階
幼
児
コ
ー
ナ
ー
）

（
１
階
幼
児
コ
ー
ナ
ー
）

▼▼
お
問
い
合
わ
せ
先

お
問
い
合
わ
せ
先

　　

図
書
館　

図
書
館　

☎☎
6262
‐
３
０
３
０

‐
３
０
３
０

お
は
な
し
会
に

お
は
な
し
会
に

お
越
し
く
だ
さ
い

お
越
し
く
だ
さ
い

　

清
水
町
図
書
館
の
本
の
検
索
が
パ
ソ

　

清
水
町
図
書
館
の
本
の
検
索
が
パ
ソ

コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
で
き
る

コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
「
マ
イ
ペ
ー
ジ
」
に
ご
登
録

　

さ
ら
に
「
マ
イ
ペ
ー
ジ
」
に
ご
登
録

い
た
だ
く
と
、
ご
自
身
で
本
の
予
約
や

い
た
だ
く
と
、
ご
自
身
で
本
の
予
約
や

貸
出
状
況
な
ど
の
確
認
が
で
き
ま
す
。

貸
出
状
況
な
ど
の
確
認
が
で
き
ま
す
。

便
利
な
機
能
を
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

便
利
な
機
能
を
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※※  

マ
イ
ペ
ー
ジ
へ
の
登
録
は
図
書
館
窓

マ
イ
ペ
ー
ジ
へ
の
登
録
は
図
書
館
窓

口
ま
た
は
電
話
で
お
申
込
み
が
必
要

口
ま
た
は
電
話
で
お
申
込
み
が
必
要

で
す
。

で
す
。

▼▼
お
問
い
合
わ
せ
先

お
問
い
合
わ
せ
先

　　

図
書
館　

図
書
館　

☎☎
6262
‐
３
０
３
０

‐
３
０
３
０

図
書
館
Ｈ
Ｐ
の
利
用
が

図
書
館
Ｈ
Ｐ
の
利
用
が

便
利
に
な
り
ま
し
た

便
利
に
な
り
ま
し
た

第　１　競　技　場
9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00 21:00

1 火 サッカー少年団
バドミントン協会

ジュニアバドミントン

2 水
バスケットボール少年団

剣道少年団
朝日バレー少年団

3 木 サッカー少年団
JOY すぽペケレベツ
バレーボール協会

4 金
バスケットボール少年団 バスケットボール協会
朝日バレー少年団 バドミントン協会

5 土 レディースフットサル in 清水 一 般 開 放

6 日 レディースフットサル in 清水 一 般 開 放

7 月
バスケットボール少年団 バレーボール協会
朝日バレー少年団

8 火 サッカー少年団
バドミントン協会

ジュニアバドミントン

9 水
バスケットボール少年団

剣道少年団
朝日バレー少年団

10 木 サッカー少年団
JOY すぽペケレベツ
バレーボール協会

11 金 朝日バレー少年団
バスケットボール少年団 バスケットボール協会

バドミントン協会

12 土 朝日バレー少年団 一 般 開 放

13 日 一 般 開 放

14 月
バスケットボール少年団 バレーボール協会
朝日バレー少年団

15 火 サッカー少年団
バドミントン協会

ジュニアバドミントン

16 水
バスケットボール少年団

剣道少年団
朝日バレー少年団

17 木 サッカー少年団
JOY すぽペケレベツ
バレーボール協会

18 金
バスケットボール少年団 バスケットボール協会
朝日バレー少年団 バドミントン協会

19 土 朝日バレー少年団 一 般 開 放

20 日 一 般 開 放

21 月 休　館　日

22 火 サッカー少年団
バドミントン協会

ジュニアバドミントン

23 水 朝日バレー少年団
バスケットボール少年団

剣道少年団
朝日バレー少年団

24 木 サッカー少年団
JOY すぽペケレベツ

バレーボール協会

25 金
バスケットボール少年団 バスケットボール協会

朝日バレー少年団 バドミントン協会

26 土 清水町サッカー協会長杯フットサル大会 一 般 開 放

27 日 豊成ＪＢＣ 一 般 開 放

28 月
バスケットボール少年団 バスケットボール協会
朝日バレー少年団

	 ２	 ２月　体育館・第１競技場利用案内	月　体育館・第１競技場利用案内	[ 体育館[ 体育館  ☎☎62-2913]62-2913]

体育館ご利用のみなさんへ
＊体育館を専用使用したい団体は、３か月前の月の初日
　から５日前まで受付けますので、清水町体育館へお申
　し込みください。
＊自由時間帯は、一般開放予定ですが、団体使用及び大
　会等が入ることがありますので、事前にお問い合わせ
　ください。

※一般開放の時間は、ソフトバレー・バドミントン・卓球等の
　用具を貸し出ししていますのでご利用ください。
※一般開放時間に、サッカーの練習等ボールを蹴る行為はご遠
　慮ください。

大会・行事等
一 般 開 放

団体専用使用
自 由

利用予定は、NPO法人清水町体育協会のブログで随時お知らせしています。「マイとかち　清水町体育協会」で検索してください。
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町では、町政への提言、要望などを町長と話す「町民と町長のふれあい

トーク」を毎月実施しています。（令和４年２月は２月７日です）
　なお、来庁いただく以外にも、新型コロナウイルス感染症感染予防対策
として、電話またはリモートでの受付も実施しています。
　ふれあいトークに申込みの際に、①希望する時間帯、②人数、③トーク
の概要、④実施方法（電話またはリモート）を役場企画課広報広聴係まで
事前連絡していただきますようお願いします。

ふれあ
いトー

ク実施
方法

ふれあ
いトー

ク実施
方法

◆ご自宅からリモートでのトーク
　※リモートで実施する場合、ご自宅のネット環境や、必要な物につ
　　いて、いくつか確認させていただきたい事項があります。
　　令和４年１月31日（月）までに事前連絡をお願いいたします。

インターネットを活用して、ご自宅からインターネットを活用して、ご自宅から
町長と対話してみませんか？町長と対話してみませんか？

■お問い合わせ先　　企画課広報広聴係  ☎☎６２-2114

卓球協会
毎週　火曜日・木曜日

19：30～21：30
毎週　土曜日

18：00～21：30

卓球少年団
毎週　火曜日・木曜日

18：00～19：30
毎週　土曜日
9：00～13：00

ピンポン同好会
毎週　日曜日～金曜日

10：00～12：00

卓球友の会
毎週　月・水・金曜日

13：30～15：30
剣道少年団

毎週　水曜日・金曜日
18：00～21：30

※�２月21日（月）は休館日です。

２月	体育館第２競技場利用案内２月	体育館第２競技場利用案内

18：00～19：3018：00～19：30 19：30～21：3019：30～21：30

清
水
小
学
校　

体
育
館

清
水
小
学
校　

体
育
館

日日

月月

火火 野球少年団
（16時～18時）

水水 サッカー少年団サッカー少年団

木木 野球少年団
（16時～18時）

金金

土土 野球少年団
（９時～12時）
18：00～19：3018：00～19：30 19：30～21：3019：30～21：30

清
水
中
学
校　

体
育
館

清
水
中
学
校　

体
育
館

日日

月月

火火 サッカー少年団サッカー少年団

水水 サッカー少年団サッカー少年団

木木 サッカー少年団サッカー少年団

金金 剣道少年団（18時～21時）剣道少年団（18時～21時）

土土

２月学校開放利用案内２月学校開放利用案内

【各課お知らせチラシ】

冬期間の雪捨場のお知らせ冬期間の雪捨場のお知らせ

◆清水市街地
◇字清水東１線64番地３

◆御影市街地
◇字御影南１線50番地17（桜ヶ丘工業団地内）

清水中学校

セブン
イレブン

変電所
雪捨て場

字清水東１線64番地３

至新得 国道38号線 至帯広

金平川

至鹿追

町
道
　
清
水
本
通
道
路

国
道
２
７
４
号
線

冬期間において、清水・御影市街地に雪捨場をそれぞれ設けますので、ご利用ください。冬期間において、清水・御影市街地に雪捨場をそれぞれ設けますので、ご利用ください。

※雪捨て場には、雪以外のものは捨てないでください。また、雪を捨てるときは、奥から捨て、手前
　に置いていくようなことはしないでください。

雪
捨
て
場

字
御
影
南
１
線
50
番
地
17

至帯広国道38号線至清水

３丁目

ポンサネンコロ川

桜ヶ丘工業団地

御
影
９
号
道
路

至
旭
山

消火栓などのまわりに雪を置かないでください消火栓などのまわりに雪を置かないでください
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【各課お知らせチラシ】

　清水町奨学金貸付制度は、年間を通して随時受付しています。
　本制度は、十分な能力がありながら経済的理由で就学困難な学生又は生徒に学資を貸付するとともに、
本町の振興と発展に必要な人材の育成を図る目的で貸付しています。

奨学金貸付制度奨学金貸付制度

▼対象者
　（１）大学 ( 短大・大学院含む）、高等学校、高等専門学校、
　　　 専修学校、各種学校（修業年限２年以上の国公立学校）に在学する人
　（２）身体が健康で、向上心があり、行いが善良な人
　（３）経済的な理由により奨学金を必要としている人
　（４）保護者が町内に在住している人
▼申請方法
　随時受付しています。
※新入学生には、入学前（年度前）貸付を行います。
▼貸付金額　※利子は無利子です。
　（１）大学生、専修学校生（専門課程）
　　・入学金　限度額　３０万円
　　・修学金　月額　　  ５万円以内
　（２）高等学校生、高等専門学校生、
　　　 専修学校生（高等・一般課程）、各種学校生
　　・修学金　月額　　  １万円以内
▼償還方法
　１０年間の均等償還です。ただし、卒業後に町内に居住し、職種や勤務先（町外可）を問わず、５
年間就業（本町の町民税が課税されることが条件です。）し、その後も引き続き就業の意志がある場合
には、返済額の全部又は一部が免除されます。

清水町奨学金貸付は随時受付しています清水町奨学金貸付は随時受付しています

貸付対象者の保護者の属する世帯の年間貸付対象者の保護者の属する世帯の年間
収入（所得）基準収入（所得）基準
子供の

人数（注）
給与所得者の

年間収入
事業所得者の

年間所得
１人 790万円以下 590万円以下
２人 890万円以下 680万円以下
３人 990万円以下 770万円以下
４人 1090万円以下 860万円以下
５人 1190万円以下 960万円以下

（注）　申請者を除く生計を一にする就学者が（注）　申請者を除く生計を一にする就学者が
　　　いる場合は上記年間収入（所得）に　　　　いる場合は上記年間収入（所得）に　
　　　1.3を乗じた額を基準とする。　　　1.3を乗じた額を基準とする。

■お問い合わせ先　　学校教育課学校教育係  ☎☎６２-5138

【各課お知らせチラシ】

冬期間における火災予防対策のお願い【清水消防署　冬期間における火災予防対策のお願い【清水消防署　☎☎62-2519】62-2519】
　暖房器具を使用するこの時期は、火災の発生が多くなっています。
　近年では、石油ストーブのみならず、電気ストーブや機器配線による火災が増加傾向にあります。
その原因として見られるのは取扱不注意と、周囲の整理整頓が行き届いていないことにあります。
予期せぬ火災を防ぐため、この機会に家族で危険がないか確認してみましょう。

【暖房器具】【暖房器具】

　洗濯物を乾かすためストーブの上に干し、気づかぬうちに出火してしまうケースがあります。
また、自身の近くで電気ストーブをつけて就寝している方も多いと思います。布団と接触してし
まい、火災を招いてしまうこともあるので、気を付けましょう。

〈暖房器具を取り扱う時の注意ポイント〉
①ストーブの真上に洗濯物を干さない。
②ストーブの周りに燃えやすい物を置かない。
③ストーブの近くにスプレー缶は置かない。
④出かける前や部屋を出るときはストーブを消す。
⑤給油は火が消えて冷めてから行う。
⑥寝る時もストーブを近づけすぎない。
⑦定期的な点検と清掃を行う。

【電気製品・配線】【電気製品・配線】

　この時期には、自宅でコタツを使用する家庭も多いと思いますが、高熱を発するため使用方法
を間違えると怪我や火事につながります。また、コンセントも長年外さずに放置していると、プ
ラグにほこりが溜まることにより発火する恐れがありますので、定期的な点検と清掃をしましょう。

〈電気製品を取り扱う時の注意ポイント〉
①コタツの中に衣類を入れない。
②�普段見えないところにあるコンセントのほこりを掃除
する。

※�溜まったほこりが水分を吸うことでショートし発熱・
発火する「トラッキング現象」が起こる危険があります。

③電気配線の上に重たい物を置かない。
④たこ足配線をしない。
⑤長いコードを束ねて使用しない。
⑥コンセントを抜くときはコードを引っ張らない。
⑦�延長コードやテーブルタップなどは定期的に更新しま
しょう。

【令和３年度全国統一防火標語】
『おうち時間　家族で点検　火の始末』
火事・救急・救助は１１９へ！（清水消防署・御影分遣所・清水消防団・御影消防団）
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【各課お知らせチラシ】

■お問い合わせ先　　町民生活課生活環境係  ☎☎6767-7555

【各課お知らせチラシ】

■お問い合わせ先　　町民生活課生活環境係  ☎☎6767-7555
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【各課お知らせチラシ】【各課お知らせチラシ】
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【各課お知らせチラシ】【各課お知らせチラシ】

　近年、道内では暴風雪による災害や除雪作業中の死亡事故等が多く発生しています。これから冬本番を向かえ、除雪
等の機会が増えますので、十分にご注意ください。

雪による被害にご注意を！雪による被害にご注意を！

家の中で安全に過ごすために
◎気象情報に注意して、暴風雪が予想されるときは、外出を避けましょう。

◎日頃から停電に備え、懐中電灯・携帯ラジオ・防寒具・ポータブルストーブ・灯油・非常食・飲料水などを準備して
　おきましょう。

◎ＦＦ式暖房機などを使用している場合は、一酸化炭素中毒を起こす恐れがあります。給排気口付近が雪でふさがれな
いように注意しましょう。

車で外出するときに気をつけること
◎携帯電話を忘れずに所持！

◎車が立ち往生する可能性があるので、防寒着・長靴・手袋・スコップ・けん引ロープなどを車に用意するとともに、　
　十分に燃料があることを確認して出かけましょう。また、万一に備えて飲料水や非常食、使い捨てカイロも用意して
　おくと安心です。

◎運転中、地吹雪等で危険を感じたら、無理せず道の駅やコンビニエンスストア、ガソリンスタンドなどで天気の回復
　を待ちましょう。

◎大雪や吹き溜まりなどで車が立ち往生した時は、JAF などのロードサービスや近くの人家などに必ず救助を依頼して
　ください。また、ハザードランプの点灯や停止表示板を置くなど、車が目立つようにしてください。

◎避難できる場所や近くに人家がない場合は、消防（119番）や警察（110番）に連絡して、車の中で救助に備えてくだ
　さい。

◎車が雪に埋まったときは、エンジンを切りましょう。マフラーが雪に埋まると排気ガスが車内に逆流し、一酸化炭素
　中毒を起こす恐れがあります。防寒などでやむを得ずエンジンをかけるときは窓を開けて換気し、こまめにマフラー
　まわりを除雪しましょう。

◎車を置いて避難する場合は、除雪や救助作業の妨げとならないよう、連絡先を書いたメモ等を車内に置き、車の鍵は
　つけたままにしましょう。

除雪を行うときに気をつけること

◎屋根の雪下ろしをするときは
　・複数人で行う
　→梯子を支える。安全を確認する。万一の場合は、救助を！やむを得ず一人で行う場合は、家族や近所の人に声をか
　　けて！
　・滑り止めを付ける
　→靴や梯子に滑り止めをつける等の工夫を！
　・命綱を着けて
　→面倒でも、腰に命綱をつけ、滑った場合や雪の急落に備えて！
　・周囲を確認
　→屋根の下を通行する人や子どもに注意！
◎除雪機を使用するときには
　・服装に注意
　→機械に巻き込まれないような服装を！
　・雪が詰まったときは
　→機械トラブルが発生したときは、必ずエンジンを停止！
　・周囲を確認
　→通行人や子ども等にご注意を！
◎その他の注意事項
　・屋根の雪に注意
　→屋根の下を通るときは、『雪』や『つらら』にご注意を！
　・除雪時の健康に注意
　→無理に除雪作業は行わない。除雪作業で汗をかいたら着替えを！
　・気象情報に注意
　→暴風雪警報や大雪警報が発表されたら、外出は控える。 ■お問い合わせ先　　総務課総務係  ☎☎６２-2111
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使
い
道
と
は

何
だ
ろ
う
。
最
も
お
金
が
か
か
っ
て
い

何
だ
ろ
う
。
最
も
お
金
が
か
か
っ
て
い

る
使
い
道
は
社
会
保
障
だ
。
で
も
社
会

る
使
い
道
は
社
会
保
障
だ
。
で
も
社
会

保
障
は
医
療
、
年
金
、
介
護
、
生
活
保

保
障
は
医
療
、
年
金
、
介
護
、
生
活
保

護
と
い
っ
た
誰
も
が
恩
恵
を
受
け
ら
れ

護
と
い
っ
た
誰
も
が
恩
恵
を
受
け
ら
れ

る
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
、
税
金
に
よ

る
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
、
税
金
に
よ

っ
て
最
も
助
け
が
必
要
な
人
を
助
け
る

っ
て
最
も
助
け
が
必
要
な
人
を
助
け
る

使
い
道
で
あ
り
、
そ
の
人
達
に
と
っ
て

使
い
道
で
あ
り
、
そ
の
人
達
に
と
っ
て

最
も
助
け
と
な
る
使
い
道
で
あ
る
と
い

最
も
助
け
と
な
る
使
い
道
で
あ
る
と
い

う
の
は
言
え
る
だ
ろ
う
。
私
が
考
え
る

う
の
は
言
え
る
だ
ろ
う
。
私
が
考
え
る

に
最
も
身
近
で
多
く
の
人
の
助
け
に
な

に
最
も
身
近
で
多
く
の
人
の
助
け
に
な

っ
て
い
る
税
金
の
使
い
道
は
公
共
事
業

っ
て
い
る
税
金
の
使
い
道
は
公
共
事
業

関
係
だ
。

関
係
だ
。

　

こ
れ
は
町
の
整
備
や
住
宅
支
援
、
道

　

こ
れ
は
町
の
整
備
や
住
宅
支
援
、
道

路
の
整
備
、
災
害
対
策
な
ど
に
使
わ
れ

路
の
整
備
、
災
害
対
策
な
ど
に
使
わ
れ

て
い
る
使
い
道
で
、
ま
ず
こ
の
税
金
の

て
い
る
使
い
道
で
、
ま
ず
こ
の
税
金
の

恩
恵
は
全
員
が
受
け
て
い
る
だ
ろ
う
。

恩
恵
は
全
員
が
受
け
て
い
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
日
本
に
い
る
間
、
常
に
恩
恵
を

そ
し
て
日
本
に
い
る
間
、
常
に
恩
恵
を

受
け
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な

受
け
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
だ
ろ
う
。
こ
の
税
金
の
使
い
道
で
あ

い
だ
ろ
う
。
こ
の
税
金
の
使
い
道
で
あ

る
町
の
整
備
と
い
う
の
が
正
に
私
達
の

る
町
の
整
備
と
い
う
の
が
正
に
私
達
の

払
っ
て
い
る
税
金
が
自
分
の
町
や
日
本

払
っ
て
い
る
税
金
が
自
分
の
町
や
日
本

の
形
に
な
っ
て
る
と
い
う
こ
と
を
メ
リ

の
形
に
な
っ
て
る
と
い
う
こ
と
を
メ
リ

ッ
ト
と
し
て
知
っ
て
欲
し
い
。

ッ
ト
と
し
て
知
っ
て
欲
し
い
。

　

そ
れ
で
も
、
税
金
を
払
い
た
く
な
い

　

そ
れ
で
も
、
税
金
を
払
い
た
く
な
い

と
、
脱
税
す
る
人
や
、
自
分
に
関
係
の

と
、
脱
税
す
る
人
や
、
自
分
に
関
係
の

あ
る
税
を
下
げ
、
自
分
に
関
係
の
な
い

あ
る
税
を
下
げ
、
自
分
に
関
係
の
な
い

税
を
上
げ
ろ
と
言
う
人
が
い
た
り
す
る
。

税
を
上
げ
ろ
と
言
う
人
が
い
た
り
す
る
。

み
ん
な
で
税
金
を
払
い
、
よ
り
良
い
日

み
ん
な
で
税
金
を
払
い
、
よ
り
良
い
日

本
を
つ
く
ろ
う
と
協
力
し
て
い
る
人
々

本
を
つ
く
ろ
う
と
協
力
し
て
い
る
人
々

の
輪
に
入
ろ
う
と
し
な
い
人
が
い
る
の

の
輪
に
入
ろ
う
と
し
な
い
人
が
い
る
の

だ
。
そ
れ
も
少
な
い
数
で
は
な
い
。

だ
。
そ
れ
も
少
な
い
数
で
は
な
い
。

　

逆
に
税
を
払
い
た
い
と
い
う
善
の
気

　

逆
に
税
を
払
い
た
い
と
い
う
善
の
気

持
ち
の
あ
る
人
で
も
税
金
を
高
く
す
る

持
ち
の
あ
る
人
で
も
税
金
を
高
く
す
る

意
志
の
あ
る
議
会
議
員
の
当
選
が
不
可

意
志
の
あ
る
議
会
議
員
の
当
選
が
不
可

欠
。
多
く
の
人
の
意
志
が
必
要
な
の
だ
。

欠
。
多
く
の
人
の
意
志
が
必
要
な
の
だ
。

清
水
町
立
清
水
中
学
校
三
年
Ｂ
組

清
水
町
立
清
水
中
学
校
三
年
Ｂ
組

　

對
馬　

み
ゆ
る　

　

對
馬　

み
ゆ
る　

「
税
と
の
関
わ
り
」

「
税
と
の
関
わ
り
」

　

私
は
税
に
つ
い
て
詳
し
く
調
べ
た
こ

　

私
は
税
に
つ
い
て
詳
し
く
調
べ
た
こ

と
が
な
く
、
何
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か

と
が
な
く
、
何
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か

も
わ
か
ら
ず
、
税
金
を
払
う
の
は
義
務

も
わ
か
ら
ず
、
税
金
を
払
う
の
は
義
務

だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

で
す
が
、
学
校
で
行
わ
れ
た
租
税
教

　

で
す
が
、
学
校
で
行
わ
れ
た
租
税
教

室
を
通
し
て
税
金
を
払
う
こ
と
の
メ
リ

室
を
通
し
て
税
金
を
払
う
こ
と
の
メ
リ

ッ
ト
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ッ
ト
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

例
え
ば
税
金
が
な
い
世
界
に
な
っ
た

　

例
え
ば
税
金
が
な
い
世
界
に
な
っ
た

と
す
る
と
、
消
防
や
警
察
を
呼
ぶ
の
に

と
す
る
と
、
消
防
や
警
察
を
呼
ぶ
の
に

お
金
が
か
か
り
、
道
路
も
穴
だ
ら
け
の

お
金
が
か
か
り
、
道
路
も
穴
だ
ら
け
の

と
て
も
不
自
由
な
世
界
に
な
っ
て
し
ま

と
て
も
不
自
由
な
世
界
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
つ
ま
り
、
税
金
は
私
た
ち
が

い
ま
す
。
つ
ま
り
、
税
金
は
私
た
ち
が

安
心
・
安
全
に
生
活
す
る
た
め
に
は
必

安
心
・
安
全
に
生
活
す
る
た
め
に
は
必

要
不
可
欠
な
も
の
で
、
今
、
幸
せ
な
学

要
不
可
欠
な
も
の
で
、
今
、
幸
せ
な
学

校
生
活
を
送
れ
て
い
る
の
も
税
金
が
あ

校
生
活
を
送
れ
て
い
る
の
も
税
金
が
あ

る
か
ら
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
こ
と

る
か
ら
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
こ
と

を
知
り
、
私
は
税
金
に
つ
い
て
学
ぶ
こ

を
知
り
、
私
は
税
金
に
つ
い
て
学
ぶ
こ

と
は
と
て
も
大
切
で
、
国
民
一
人
ひ
と

と
は
と
て
も
大
切
で
、
国
民
一
人
ひ
と

り
が
向
き
合
っ
て
生
活
し
て
い
く
べ
き

り
が
向
き
合
っ
て
生
活
し
て
い
く
べ
き

だ
と
思
い
ま
し
た
。

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
の
兄
が
ア
レ
ル
ギ
ー
で
倒
れ
た
時

　

私
の
兄
が
ア
レ
ル
ギ
ー
で
倒
れ
た
時

に
、
す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
ぶ
こ
と
が
で

に
、
す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
が
、
も
し
税
金
の
な
い
世
界

き
ま
し
た
が
、
も
し
税
金
の
な
い
世
界

だ
っ
た
ら
ど
う
な
っ
て
い
た
の
か
考
え

だ
っ
た
ら
ど
う
な
っ
て
い
た
の
か
考
え

る
だ
け
で
も
怖
い
で
す
。

る
だ
け
で
も
怖
い
で
す
。

　

ま
た
、
税
に
よ
っ
て
は
払
う
人
が
限

　

ま
た
、
税
に
よ
っ
て
は
払
う
人
が
限

ら
れ
ま
す
。
私
た
ち
全
員
同
額
の
も
の

ら
れ
ま
す
。
私
た
ち
全
員
同
額
の
も
の

は
消
費
税
で
、
自
動
車
税
や
酒
税
、
た

は
消
費
税
で
、
自
動
車
税
や
酒
税
、
た

ば
こ
税
は
個
人
に
か
け
ら
れ
ま
す
。

ば
こ
税
は
個
人
に
か
け
ら
れ
ま
す
。

　
「
車
が
欲
し
い
」
と
思
っ
た
時
に
、

　
「
車
が
欲
し
い
」
と
思
っ
た
時
に
、

国
へ
は
消
費
税
や
揮
発
油
税
、
都
道
府

国
へ
は
消
費
税
や
揮
発
油
税
、
都
道
府

県
へ
自
動
車
税
や
地
方
消
費
税
、
市
町

県
へ
自
動
車
税
や
地
方
消
費
税
、
市
町

村
へ
軽
自
動
車
税
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

村
へ
軽
自
動
車
税
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

と
こ
ろ
へ
税
金
を
払
わ
な
く
て
は
い
け

と
こ
ろ
へ
税
金
を
払
わ
な
く
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
家
を
買
う
の
も
、
会
社
を
作

ま
せ
ん
。
家
を
買
う
の
も
、
会
社
を
作

る
の
も
、
さ
ら
に
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に

る
の
も
、
さ
ら
に
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に

な
る
の
も
税
金
を
払
わ
な
く
て
は
い
け

な
る
の
も
税
金
を
払
わ
な
く
て
は
い
け

ま
せ
ん
。

ま
せ
ん
。

　

つ
ま
り
、
日
本
は
税
金
に
よ
っ
て
動

　

つ
ま
り
、
日
本
は
税
金
に
よ
っ
て
動

い
て
い
て
、
私
た
ち
が
今
、
笑
っ
て
幸

い
て
い
て
、
私
た
ち
が
今
、
笑
っ
て
幸

せ
に
過
ご
せ
て
い
る
の
は
国
民
が
税
金

せ
に
過
ご
せ
て
い
る
の
は
国
民
が
税
金

を
し
っ
か
り
払
っ
て
い
る
か
ら
な
の
で
す
。

を
し
っ
か
り
払
っ
て
い
る
か
ら
な
の
で
す
。

　

し
か
し
、
中
に
は
お
金
が
無
く
、
税

　

し
か
し
、
中
に
は
お
金
が
無
く
、
税

金
を
払
う
こ
と
が
難
し
い
人
も
い
ま
す
。

金
を
払
う
こ
と
が
難
し
い
人
も
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響

最
近
で
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響

で
職
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
人
が
増
え
て

で
職
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
人
が
増
え
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
人
に

い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
人
に

は
一
定
の
期
間
差
し
押
さ
え
な
ど
が
さ

は
一
定
の
期
間
差
し
押
さ
え
な
ど
が
さ

れ
、
延
滞
税
の
全
て
ま
た
は
一
部
免
除

れ
、
延
滞
税
の
全
て
ま
た
は
一
部
免
除

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
そ
う
で
す
。

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
そ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
に
国
民
が
住
み
や
す
い
国
に

こ
の
よ
う
に
国
民
が
住
み
や
す
い
国
に

な
る
よ
う
た
く
さ
ん
の
こ
と
が
決
め
ら

な
る
よ
う
た
く
さ
ん
の
こ
と
が
決
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
租
税
教
室
で
学
ん
だ
こ
と
を

　

今
回
の
租
税
教
室
で
学
ん
だ
こ
と
を

大
人
に
な
っ
た
時
に
使
え
る
よ
う
、
税

大
人
に
な
っ
た
時
に
使
え
る
よ
う
、
税

に
つ
い
て
自
分
か
ら
調
べ
て
い
こ
う
と

に
つ
い
て
自
分
か
ら
調
べ
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。

思
い
ま
す
。

清
水
町
立
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清
水
町
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影
中
学
校
三
年

井
上　

稀
央　

井
上　

稀
央　

「
税
と
の
向
き
合
い
方
」

「
税
と
の
向
き
合
い
方
」

　

世
の
中
に
は
色
々
な
種
類
の
税
が
あ

　

世
の
中
に
は
色
々
な
種
類
の
税
が
あ

り
ま
す
。

り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
私
達
中
学
生
に
と
っ
て

　

そ
の
中
で
も
私
達
中
学
生
に
と
っ
て

一
番
身
近
な
税
は
消
費
税
で
す
。

一
番
身
近
な
税
は
消
費
税
で
す
。

　

普
段
、
買
い
物
を
す
る
時
に
表
示
が

　

普
段
、
買
い
物
を
す
る
時
に
表
示
が

見
え
に
く
か
っ
た
り
、
買
い
た
い
物
の

見
え
に
く
か
っ
た
り
、
買
い
た
い
物
の

値
段
が
変
わ
る
こ
と
に
、
な
ん
で
消
費

値
段
が
変
わ
る
こ
と
に
、
な
ん
で
消
費

税
を
払
わ
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
、
と
思

税
を
払
わ
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
、
と
思

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
以
外
に
も
そ

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
以
外
に
も
そ

う
思
っ
て
い
る
人
は
多
い
の
で
は
な
い

う
思
っ
て
い
る
人
は
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

で
し
ょ
う
か
。

　

消
費
税
は
２
０
１
９
年
８
％
か
ら

　

消
費
税
は
２
０
１
９
年
８
％
か
ら
1010

％
に
上
が
り
ま
し
た
。
い
ず
れ
す
べ
て

％
に
上
が
り
ま
し
た
。
い
ず
れ
す
べ
て

1010
％
に
な
り
ま
す
が
、
２
０
２
１
年
の

％
に
な
り
ま
す
が
、
２
０
２
１
年
の

時
点
で
は
食
料
品
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
、

時
点
で
は
食
料
品
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
、

宅
配
、
持
ち
帰
り
弁
当
、
新
聞
等
が
「
８

宅
配
、
持
ち
帰
り
弁
当
、
新
聞
等
が
「
８

％
」、
飲
食
店
等
で
の
食
事
、
酒
類
、

％
」、
飲
食
店
等
で
の
食
事
、
酒
類
、

医
薬
品
、
本
・
雑
誌
等
は
「

医
薬
品
、
本
・
雑
誌
等
は
「
1010
％
」
と

％
」
と

複
雑
で
す
。
な
る
べ
く
安
く
し
よ
う
と
、

複
雑
で
す
。
な
る
べ
く
安
く
し
よ
う
と
、

特
に
飲
食
店
で
は
８
％
の
持
ち
帰
り
に

特
に
飲
食
店
で
は
８
％
の
持
ち
帰
り
に

す
る
方
が
多
い
で
し
ょ
う
。

す
る
方
が
多
い
で
し
ょ
う
。

　

世
界
で
消
費
税
が
最
も
高
い
国
は

　

世
界
で
消
費
税
が
最
も
高
い
国
は
2727

％
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
、
最
も
低
い
国
は

％
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
、
最
も
低
い
国
は

５
％
で
カ
ナ
ダ
と
台
湾
と
ナ
イ
ジ
ェ
リ

５
％
で
カ
ナ
ダ
と
台
湾
と
ナ
イ
ジ
ェ
リ

ア
で
す
。
こ
れ
も
最
も
低
い
国
の
５
％

ア
で
す
。
こ
れ
も
最
も
低
い
国
の
５
％

を
安
く
て
い
い
な
と
思
う
方
が
多
い
と

を
安
く
て
い
い
な
と
思
う
方
が
多
い
と

思
い
ま
す
。

思
い
ま
す
。

　

で
は
消
費
税
は
低
い
方
が
本
当
に
良

　

で
は
消
費
税
は
低
い
方
が
本
当
に
良

い
の
で
し
ょ
う
か
。

い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

消
費
税
の
使
い
道
は
主
に
子
育
て
、

　

消
費
税
の
使
い
道
は
主
に
子
育
て
、

医
療
、
年
金
等
で
す
。
私
達
の
生
活
に

医
療
、
年
金
等
で
す
。
私
達
の
生
活
に

も
た
く
さ
ん
の
消
費
税
が
使
わ
れ
て
い

も
た
く
さ
ん
の
消
費
税
が
使
わ
れ
て
い

ま
す
。

ま
す
。

　

例
え
ば
、
私
の
住
ん
で
い
る
清
水
町

　

例
え
ば
、
私
の
住
ん
で
い
る
清
水
町

はは
1818
歳
ま
で
の
医
療
費
が
無
料
で
す
し
、

歳
ま
で
の
医
療
費
が
無
料
で
す
し
、

学
校
で
使
う
パ
ソ
コ
ン
や
体
育
用
具
等

学
校
で
使
う
パ
ソ
コ
ン
や
体
育
用
具
等

が
そ
ろ
え
ら
れ
て
い
る
の
も
税
金
の
お

が
そ
ろ
え
ら
れ
て
い
る
の
も
税
金
の
お

か
げ
で
す
。

か
げ
で
す
。

　

今
回
消
費
税
が
増
税
し
た
の
は
高
等

　

今
回
消
費
税
が
増
税
し
た
の
は
高
等

学
校
、
幼
児
保
育
の
無
償
化
、
待
機
児

学
校
、
幼
児
保
育
の
無
償
化
、
待
機
児

童
の
解
消
、
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
等

童
の
解
消
、
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
等

が
目
的
だ
そ
う
で
す
。
今
ま
で
と
同
じ

が
目
的
だ
そ
う
で
す
。
今
ま
で
と
同
じ

く
私
達
の
生
活
は
税
金
に
よ
っ
て
支
え

く
私
達
の
生
活
は
税
金
に
よ
っ
て
支
え

ら
れ
ま
す
。

ら
れ
ま
す
。

　

で
は
、
も
し
税
金
が
無
く
な
っ
て
し

　

で
は
、
も
し
税
金
が
無
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
ら
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
で
し

ま
っ
た
ら
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
で
し

ょ
う
か
。

ょ
う
か
。

　

税
金
は
交
通
整
備
や
災
害
対
策
・
復

　

税
金
は
交
通
整
備
や
災
害
対
策
・
復

興
、
空
港
・
公
園
の
整
備
、
経
済
的
に

興
、
空
港
・
公
園
の
整
備
、
経
済
的
に

病
気
の
治
療
や
学
校
に
通
う
事
、
生
活

病
気
の
治
療
や
学
校
に
通
う
事
、
生
活

等
が
困
難
な
方
の
支
援
等
に
使
わ
れ
て

等
が
困
難
な
方
の
支
援
等
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
な
の
で
、
税
が
無
く
な
る
と
、

い
ま
す
。
な
の
で
、
税
が
無
く
な
る
と
、

道
路
が
崩
れ
て
も
直
せ
ず
に
事
故
が
起

道
路
が
崩
れ
て
も
直
せ
ず
に
事
故
が
起

こ
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
災
害
の
復
興
が

こ
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
災
害
の
復
興
が

遅
れ
た
り
、
支
援
が
必
要
な
方
に
届
け

遅
れ
た
り
、
支
援
が
必
要
な
方
に
届
け

る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
り
、
日
本
の

る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
り
、
日
本
の

経
済
も
崩
れ
て
し
ま
う
は
ず
で
す
。
で

経
済
も
崩
れ
て
し
ま
う
は
ず
で
す
。
で

す
か
ら
税
は
私
た
ち
の
生
活
に
無
く
て

す
か
ら
税
は
私
た
ち
の
生
活
に
無
く
て

は
な
ら
な
い
大
切
な
も
の
で
す
。

は
な
ら
な
い
大
切
な
も
の
で
す
。

　

税
の
大
切
さ
が
分
か
り
ま
し
た
か
。

　

税
の
大
切
さ
が
分
か
り
ま
し
た
か
。

ま
た
使
い
道
を
知
り
、
考
え
は
変
わ
り

ま
た
使
い
道
を
知
り
、
考
え
は
変
わ
り

ま
し
た
か
。
私
は
消
費
税
が
高
い
と
あ

ま
し
た
か
。
私
は
消
費
税
が
高
い
と
あ

ま
り
良
く
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
使

ま
り
良
く
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
使

い
道
を
知
り
税
に
対
す
る
気
持
ち
が
変

い
道
を
知
り
税
に
対
す
る
気
持
ち
が
変

わ
り
ま
し
た
。
誰
か
に
支
え
て
も
ら
っ

わ
り
ま
し
た
。
誰
か
に
支
え
て
も
ら
っ

て
い
て
逆
に
自
分
の
払
っ
た
お
金
で
誰

て
い
て
逆
に
自
分
の
払
っ
た
お
金
で
誰

か
を
助
け
た
り
支
え
た
り
し
て
役
に
立

か
を
助
け
た
り
支
え
た
り
し
て
役
に
立

っ
て
い
る
と
思
う
と
嬉
し
い
で
す
。

っ
て
い
る
と
思
う
と
嬉
し
い
で
す
。

　

あ
ま
り
乗
り
気
で
払
っ
て
い
な
か
っ

　

あ
ま
り
乗
り
気
で
払
っ
て
い
な
か
っ

た
税
も
誰
か
を
助
け
て
る
と
思
う
と
気

た
税
も
誰
か
を
助
け
て
る
と
思
う
と
気

持
ち
良
く
払
え
ま
せ
ん
か
。

持
ち
良
く
払
え
ま
せ
ん
か
。

　

で
す
か
ら
、
私
達
一
人
ひ
と
り
が
税

　

で
す
か
ら
、
私
達
一
人
ひ
と
り
が
税

の
仕
組
み
を
詳
し
く
知
り
、
理
解
す
る

の
仕
組
み
を
詳
し
く
知
り
、
理
解
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

私
自
身
も
、
こ
れ
か
ら
も
税
に
つ
い

　

私
自
身
も
、
こ
れ
か
ら
も
税
に
つ
い

て
勉
強
し
て
、
将
来
気
持
ち
良
く
し
っ

て
勉
強
し
て
、
将
来
気
持
ち
良
く
し
っ

か
り
と
税
金
を
払
い
、
社
会
貢
献
し
て

か
り
と
税
金
を
払
い
、
社
会
貢
献
し
て

い
き
た
い
で
す
。

い
き
た
い
で
す
。

清
水
町
立
御
影
中
学
校
三
年

清
水
町
立
御
影
中
学
校
三
年

　

細
川　

愛
実　

　

細
川　

愛
実　

「
税
の
大
切
さ
」

「
税
の
大
切
さ
」

　

私
た
ち
の
生
活
は
税
金
で
支
え
ら
れ

　

私
た
ち
の
生
活
は
税
金
で
支
え
ら
れ

て
い
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

て
い
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

コ
ン
ク
ー
ル
入
選
作
品
の

コ
ン
ク
ー
ル
入
選
作
品
の

紹
介
紹
介
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済
の
状
況
が
良
く
わ
か
り
ま
し
た
。

済
の
状
況
が
良
く
わ
か
り
ま
し
た
。

清
水
町
立
清
水
中
学
校
三
年
Ｂ
組

清
水
町
立
清
水
中
学
校
三
年
Ｂ
組

　

遠
山　

結
唯　

　

遠
山　

結
唯　

「
税
に
つ
い
て
思
っ
た
こ
と
」

「
税
に
つ
い
て
思
っ
た
こ
と
」

　

税
は
主
に
、
医
療
、
年
金
、
介
護
、

　

税
は
主
に
、
医
療
、
年
金
、
介
護
、

福
祉
に
関
わ
っ
て
い
て
国
民
が
税
を
納

福
祉
に
関
わ
っ
て
い
て
国
民
が
税
を
納

め
な
い
と
普
段
お
金
を
か
け
な
く
て
も

め
な
い
と
普
段
お
金
を
か
け
な
く
て
も

出
来
る
こ
と
が
、
自
分
で
お
金
を
払
っ

出
来
る
こ
と
が
、
自
分
で
お
金
を
払
っ

て
や
っ
と
出
来
る
と
い
う
社
会
に
な
っ

て
や
っ
と
出
来
る
と
い
う
社
会
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
税
を
払
う
こ
と
に
な

て
し
ま
い
ま
す
。
税
を
払
う
こ
と
に
な

る
と
、
商
品
が
元
々
の
値
段
よ
り
上
が

る
と
、
商
品
が
元
々
の
値
段
よ
り
上
が

っ
て
し
ま
う
の
で
、
税
金
な
ん
て
な
く

っ
て
し
ま
う
の
で
、
税
金
な
ん
て
な
く

な
れ
ば
い
い
、
決
ま
り
だ
か
ら
し
ょ
う

な
れ
ば
い
い
、
決
ま
り
だ
か
ら
し
ょ
う

が
な
い
な
ど
の
意
見
を
持
つ
人
が
普
通

が
な
い
な
ど
の
意
見
を
持
つ
人
が
普
通

に
い
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
税
が
な

に
い
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
税
が
な

く
な
る
と
、
先
ほ
ど
言
っ
た
よ
う
に
あ

く
な
る
と
、
先
ほ
ど
言
っ
た
よ
う
に
あ

た
り
前
に
出
来
て
い
た
こ
と
や
お
金
を

た
り
前
に
出
来
て
い
た
こ
と
や
お
金
を

払
わ
な
く
て
も
で
き
て
い
た
こ
と
が
で

払
わ
な
く
て
も
で
き
て
い
た
こ
と
が
で

き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
町
が
ご
み
の
影
響
で

　

そ
の
他
に
も
、
町
が
ご
み
の
影
響
で

汚
く
な
っ
た
り
道
路
が
崩
れ
て
い
て
も

汚
く
な
っ
た
り
道
路
が
崩
れ
て
い
て
も

直
さ
れ
な
か
っ
た
り
、
火
事
な
ど
困
っ

直
さ
れ
な
か
っ
た
り
、
火
事
な
ど
困
っ

た
こ
と
が
あ
っ
た
時
に
も
、
お
金
を
払

た
こ
と
が
あ
っ
た
時
に
も
、
お
金
を
払

わ
な
い
と
来
て
く
れ
な
か
っ
た
り
消
防

わ
な
い
と
来
て
く
れ
な
か
っ
た
り
消
防

士
を
呼
ん
で
も
す
ぐ
に
来
て
く
れ
な
い

士
を
呼
ん
で
も
す
ぐ
に
来
て
く
れ
な
い

な
ど
、
税
が
な
き
ゃ
生
活
で
き
な
い
と

な
ど
、
税
が
な
き
ゃ
生
活
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
が
起
き
ま
す
。
も
っ
と
重
要

い
う
こ
と
が
起
き
ま
す
。
も
っ
と
重
要

な
医
療
や
、
学
校
に
も
税
は
幅
広
い
範

な
医
療
や
、
学
校
に
も
税
は
幅
広
い
範

囲
に
関
係
し
て
い
る
の
で
税
を
払
う
理

囲
に
関
係
し
て
い
る
の
で
税
を
払
う
理

由
は
自
分
の
た
め
だ
と
考
え
て
払
っ
た

由
は
自
分
の
た
め
だ
と
考
え
て
払
っ
た

方
が
い
い
と
私
は
思
い
ま
す
。

方
が
い
い
と
私
は
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
税
の
歴
史
に
つ
い
て
説
明
し

　

そ
こ
で
税
の
歴
史
に
つ
い
て
説
明
し

ま
す
。
日
本
の
税
金
の
は
じ
ま
り
は
記

ま
す
。
日
本
の
税
金
の
は
じ
ま
り
は
記

録
上
、
魏
志
倭
人
伝
に
邪
馬
台
国
の
税

録
上
、
魏
志
倭
人
伝
に
邪
馬
台
国
の
税

に
関
す
る
記
述
が
あ
る
な
ど
、
か
な
り

に
関
す
る
記
述
が
あ
る
な
ど
、
か
な
り

昔
か
ら
税
の
話
は
で
て
い
て
、
国
民
が

昔
か
ら
税
の
話
は
で
て
い
て
、
国
民
が

昔
か
ら
税
金
を
納
め
て
い
る
と
い
う
の

昔
か
ら
税
金
を
納
め
て
い
る
と
い
う
の

が
わ
か
り
ま
す
。
そ
し
て
私
が
今
回
の

が
わ
か
り
ま
す
。
そ
し
て
私
が
今
回
の

租
税
教
室
で
特
に
驚
い
た
こ
と
が
、
学

租
税
教
室
で
特
に
驚
い
た
こ
と
が
、
学

費
に
つ
い
て
で
す
。
税
が
な
い
と
か
か

費
に
つ
い
て
で
す
。
税
が
な
い
と
か
か

る
費
用
が
多
額
で
学
校
に
行
け
な
い
人

る
費
用
が
多
額
で
学
校
に
行
け
な
い
人

が
沢
山
い
る
だ
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。

が
沢
山
い
る
だ
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。

一
人
当
た
り
の
年
間
教
育
負
担
額
は
小

一
人
当
た
り
の
年
間
教
育
負
担
額
は
小

学
生
で
約
八
十
六
万
円
、
中
学
生
で
約

学
生
で
約
八
十
六
万
円
、
中
学
生
で
約

九
十
八
万
円
、
高
校
生
で
約
九
十
七
万

九
十
八
万
円
、
高
校
生
で
約
九
十
七
万

円
で
す
。
中
学
生
、
高
校
生
は
百
万
円

円
で
す
。
中
学
生
、
高
校
生
は
百
万
円

に
近
い
額
を
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

に
近
い
額
を
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
日
の
負
担
額
は
約
五
千
円
に
な
り
ま
す
。

一
日
の
負
担
額
は
約
五
千
円
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
考
え
る
と
税
金
は
と
て
も
大

こ
れ
ら
を
考
え
る
と
税
金
は
と
て
も
大

切
な
役
割
と
い
う
事
が
分
か
り
ま
す
。

切
な
役
割
と
い
う
事
が
分
か
り
ま
す
。

　

次
は
税
金
の
集
め
方
を
説
明
し
よ
う

　

次
は
税
金
の
集
め
方
を
説
明
し
よ
う

と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
皆
さ
ん
が
物

と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
皆
さ
ん
が
物

を
買
っ
た
時
に
払
う
税
金
も
関
係
し
て

を
買
っ
た
時
に
払
う
税
金
も
関
係
し
て

い
ま
す
。
そ
の
他
に
そ
れ
ぞ
れ
の
収
入

い
ま
す
。
そ
の
他
に
そ
れ
ぞ
れ
の
収
入

ご
と
に
税
金
と
し
て
引
か
れ
て
い
て
そ

ご
と
に
税
金
と
し
て
引
か
れ
て
い
て
そ

れ
も
国
の
お
金
に
な
り
ま
す
。
収
入
ご

れ
も
国
の
お
金
に
な
り
ま
す
。
収
入
ご

と
に
集
め
る
の
は
い
い
で
す
が
、
ど
の

と
に
集
め
る
の
は
い
い
で
す
が
、
ど
の

様
に
集
め
る
と
公
平
に
納
め
る
こ
と
が

様
に
集
め
る
と
公
平
に
納
め
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
人
そ
れ
ぞ
れ

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
人
そ
れ
ぞ
れ

職
業
に
よ
っ
て
収
入
が
少
な
か
っ
た
り
、

職
業
に
よ
っ
て
収
入
が
少
な
か
っ
た
り
、

多
か
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

多
か
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

収
入
が
少
な
い
人
か
ら
税
を
多
く
と
る

収
入
が
少
な
い
人
か
ら
税
を
多
く
と
る

の
は
、
そ
の
人
の
生
活
が
苦
し
く
な
っ

の
は
、
そ
の
人
の
生
活
が
苦
し
く
な
っ

て
し
ま
う
か
ら
少
な
い
税
を
と
り
ま
す
。

て
し
ま
う
か
ら
少
な
い
税
を
と
り
ま
す
。

収
入
が
多
い
人
か
ら
は
多
く
と
り
ま
す
。

収
入
が
多
い
人
か
ら
は
多
く
と
り
ま
す
。

　

ま
と
め
て
説
明
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ

　

ま
と
め
て
説
明
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ

の
収
入
の
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
税
金
を

の
収
入
の
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
税
金
を

納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
う
す
る

納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
う
す
る

こ
と
で
み
ん
な
が
公
平
に
税
金
を
納
め

こ
と
で
み
ん
な
が
公
平
に
税
金
を
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

最
後
に
税
金
の
仕
組
み
と
役
割
の
ま

　

最
後
に
税
金
の
仕
組
み
と
役
割
の
ま

と
め
を
書
き
ま
す
。
税
金
は
ル
ー
ル
に

と
め
を
書
き
ま
す
。
税
金
は
ル
ー
ル
に

則
っ
て
集
め
て
い
る
。
税
法
は
国
会
や

則
っ
て
集
め
て
い
る
。
税
法
は
国
会
や

議
会
で
決
め
る
。
議
員
は
、
選
挙
で
決

議
会
で
決
め
る
。
議
員
は
、
選
挙
で
決

め
る
。
結
果
私
た
ち
が
税
金
を
決
め
て

め
る
。
結
果
私
た
ち
が
税
金
を
決
め
て

い
ま
す
。
税
金
の
役
割
は
、
安
心
・
安

い
ま
す
。
税
金
の
役
割
は
、
安
心
・
安

全
に
生
活
し
た
り
、
余
裕
の
も
っ
た
生

全
に
生
活
し
た
り
、
余
裕
の
も
っ
た
生

活
を
す
る
た
め
に
必
要
。
税
金
の
無
い

活
を
す
る
た
め
に
必
要
。
税
金
の
無
い

国
は
自
分
で
安
心
や
安
全
を
買
う
。
な

国
は
自
分
で
安
心
や
安
全
を
買
う
。
な

ど
の
こ
と
で
す
。
私
も
税
金
を
納
め
る

ど
の
こ
と
で
す
。
私
も
税
金
を
納
め
る

の
は
と
て
も
大
切
で
重
要
な
こ
と
だ
と

の
は
と
て
も
大
切
で
重
要
な
こ
と
だ
と

考
え
ま
し
た
。
税
に
感
謝
し
た
い
で
す
。

考
え
ま
し
た
。
税
に
感
謝
し
た
い
で
す
。

清
水
町
立
清
水
中
学
校
三
年
Ａ
組

清
水
町
立
清
水
中
学
校
三
年
Ａ
組

　

氷
見　

朝
香　

　

氷
見　

朝
香　

「
税
金
に
つ
い
て
思
っ
た
こ
と
」

「
税
金
に
つ
い
て
思
っ
た
こ
と
」

　

私
は
、
税
金
の
種
類
の
多
さ
と
税
金

　

私
は
、
税
金
の
種
類
の
多
さ
と
税
金

の
使
い
道
の
身
近
さ
に
驚
か
さ
れ
ま
し

の
使
い
道
の
身
近
さ
に
驚
か
さ
れ
ま
し

た
。
ま
ず
は
、
税
金
の
種
類
で
す
が
、

た
。
ま
ず
は
、
税
金
の
種
類
で
す
が
、

税
金
の
種
類
は
主
な
税
金
だ
け
で
も
約

税
金
の
種
類
は
主
な
税
金
だ
け
で
も
約

五
十
種
類
以
上
あ
り
、
例
え
ば
車
や
家

五
十
種
類
以
上
あ
り
、
例
え
ば
車
や
家

を
買
う
だ
け
で
も
、
国
へ
払
う
税
金
、

を
買
う
だ
け
で
も
、
国
へ
払
う
税
金
、

都
道
府
県
と
市
町
村
へ
払
う
税
金
な
ど

都
道
府
県
と
市
町
村
へ
払
う
税
金
な
ど

が
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

が
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

な
ぜ
そ
ん
な
に
多
く
の
種
類
の
税
金
が

な
ぜ
そ
ん
な
に
多
く
の
種
類
の
税
金
が

あ
る
の
か
、
そ
れ
は
国
民
全
員
か
ら
公

あ
る
の
か
、
そ
れ
は
国
民
全
員
か
ら
公

平
に
税
金
を
集
め
て
い
る
と
思
わ
れ
る

平
に
税
金
を
集
め
て
い
る
と
思
わ
れ
る

こ
と
が
大
切
だ
か
ら
だ
っ
た
の
で
す
。

こ
と
が
大
切
だ
か
ら
だ
っ
た
の
で
す
。

　

私
は
こ
の
税
の
集
め
方
に
と
て
も
納

　

私
は
こ
の
税
の
集
め
方
に
と
て
も
納

得
し
ま
し
た
。
確
か
に
、
税
を
全
員
同

得
し
ま
し
た
。
確
か
に
、
税
を
全
員
同

額
集
め
る
方
法
だ
け
で
集
め
る
と
貧
し

額
集
め
る
方
法
だ
け
で
集
め
る
と
貧
し

い
人
は
困
り
ま
す
し
、
ま
た
、
税
を
特

い
人
は
困
り
ま
す
し
、
ま
た
、
税
を
特

定
の
人
物
だ
け
か
ら
集
め
る
方
法
だ
け

定
の
人
物
だ
け
か
ら
集
め
る
方
法
だ
け

で
集
め
る
と
、
そ
の
分
他
の
人
が
楽
を

で
集
め
る
と
、
そ
の
分
他
の
人
が
楽
を

で
き
る
の
で
、
こ
れ
こ
そ
公
平
に
集
め

で
き
る
の
で
、
こ
れ
こ
そ
公
平
に
集
め

ら
れ
な
い
の
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
ら

ら
れ
な
い
の
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
ら

の
税
の
集
め
方
の
ル
ー
ル
を
組
み
合
わ

の
税
の
集
め
方
の
ル
ー
ル
を
組
み
合
わ

せ
て
み
る
と
、
な
る
ほ
ど
公
平
に
集
め

せ
て
み
る
と
、
な
る
ほ
ど
公
平
に
集
め

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
の
だ
と
分

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
の
だ
と
分

か
り
ま
し
た
。

か
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
税
の
使
わ
れ
道
で
す
が
、
こ

　

次
に
、
税
の
使
わ
れ
道
で
す
が
、
こ

れ
は
言
わ
れ
て
み
れ
ば
、
と
て
も
身
近

れ
は
言
わ
れ
て
み
れ
ば
、
と
て
も
身
近

な
も
の
で
し
た
。
そ
の
中
で
も
一
番
私

な
も
の
で
し
た
。
そ
の
中
で
も
一
番
私

た
ち
に
身
近
だ
と
思
う
の
は
学
費
で
す
。

た
ち
に
身
近
だ
と
思
う
の
は
学
費
で
す
。

今
ま
で
、
私
は
学
費
が
税
に
よ
っ
て
賄

今
ま
で
、
私
は
学
費
が
税
に
よ
っ
て
賄

わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
人
当
た
り
の
年
間
の
教
育
負
担
額
は

一
人
当
た
り
の
年
間
の
教
育
負
担
額
は

平
成
二
十
九
年
度
の
中
学
校
で
は
小
・
中
・

平
成
二
十
九
年
度
の
中
学
校
で
は
小
・
中
・

高
等
学
校
の
中
で
は
一
番
多
く
、
一
日

高
等
学
校
の
中
で
は
一
番
多
く
、
一
日

に
し
て
約
五
千
二
百
十
五
円
も
の
額
が

に
し
て
約
五
千
二
百
十
五
円
も
の
額
が

も
し
、
税
金
が
無
か
っ
た
ら
、
私
た
ち

も
し
、
税
金
が
無
か
っ
た
ら
、
私
た
ち

の
生
活
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
。

の
生
活
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
。

　

私
た
ち
は
、
ま
だ
税
金
を
納
め
る
納

　

私
た
ち
は
、
ま
だ
税
金
を
納
め
る
納

税
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
大
人
に
な

税
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
大
人
に
な

っ
て
、
働
く
よ
う
に
な
る
と
、
税
金
を

っ
て
、
働
く
よ
う
に
な
る
と
、
税
金
を

納
め
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の
納

納
め
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の
納

め
ら
れ
た
税
金
で
私
た
ち
の
生
活
が
支

め
ら
れ
た
税
金
で
私
た
ち
の
生
活
が
支

え
ら
れ
て
い
る
も
の
は
色
々
あ
り
ま
す
。

え
ら
れ
て
い
る
も
の
は
色
々
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
私
た
ち
が
通
っ
て
い
る
小

　

例
え
ば
、
私
た
ち
が
通
っ
て
い
る
小

学
校
や
中
学
校
な
ど
の
学
校
で
は
、
校

学
校
や
中
学
校
な
ど
の
学
校
で
は
、
校

舎
や
体
育
館
、
教
室
に
あ
る
机
や
椅
子
、

舎
や
体
育
館
、
教
室
に
あ
る
机
や
椅
子
、

授
業
で
使
っ
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
な
ど
様
々

授
業
で
使
っ
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
な
ど
様
々

な
も
の
が
税
金
で
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
も
の
が
税
金
で
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

学
校
の
も
の
が
税
金
で
支
え
ら
れ
て
い

学
校
の
も
の
が
税
金
で
支
え
ら
れ
て
い

る
か
ら
こ
そ
私
た
ち
は
、
学
校
に
通
い
、

る
か
ら
こ
そ
私
た
ち
は
、
学
校
に
通
い
、

勉
強
を
し
た
り
、
給
食
を
食
べ
た
り
と
、

勉
強
を
し
た
り
、
給
食
を
食
べ
た
り
と
、

義
務
教
育
を
受
け
ら
れ
て
い
る
の
だ
と

義
務
教
育
を
受
け
ら
れ
て
い
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。
も
し
、
税
金
が
無
か
っ
た

思
い
ま
す
。
も
し
、
税
金
が
無
か
っ
た

ら
学
校
に
通
う
人
た
ち
が
校
舎
を
建
て

ら
学
校
に
通
う
人
た
ち
が
校
舎
を
建
て

る
た
め
に
お
金
を
払
っ
た
り
と
大
変
な

る
た
め
に
お
金
を
払
っ
た
り
と
大
変
な

お
金
が
必
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

お
金
が
必
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

他
に
も
、
普
段
私
た
ち
が
使
用
し
て

　

他
に
も
、
普
段
私
た
ち
が
使
用
し
て

い
る
、
公
共
施
設
や
、
道
路
な
ど
数
多

い
る
、
公
共
施
設
や
、
道
路
な
ど
数
多

く
の
も
の
が
税
金
で
成
り
立
っ
て
い
ま

く
の
も
の
が
税
金
で
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。
高
速
道
路
も
き
れ
い
に
整
備
さ
れ

す
。
高
速
道
路
も
き
れ
い
に
整
備
さ
れ

と
て
も
便
利
で
す
。
災
害
な
ど
で
道
路

と
て
も
便
利
で
す
。
災
害
な
ど
で
道
路

や
河
川
が
壊
れ
た
時
に
も
税
金
が
使
わ

や
河
川
が
壊
れ
た
時
に
も
税
金
が
使
わ

れ
工
事
な
ど
が
行
わ
れ
る
事
で
、
私
た

れ
工
事
な
ど
が
行
わ
れ
る
事
で
、
私
た

ち
が
安
心
安
全
な
生
活
を
送
る
こ
と
が

ち
が
安
心
安
全
な
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
て
い
る
の
で
す
。

で
き
て
い
る
の
で
す
。

　

ま
た
、
私
た
ち
が
ス
ー
パ
ー
や
お
店

　

ま
た
、
私
た
ち
が
ス
ー
パ
ー
や
お
店

で
買
い
物
を
す
る
時
に
も
税
金
が
か
か

で
買
い
物
を
す
る
時
に
も
税
金
が
か
か

っ
て
い
ま
す
。
い
つ
も
買
い
物
を
す
る

っ
て
い
ま
す
。
い
つ
も
買
い
物
を
す
る

時
は
意
識
す
る
こ
と
な
く
払
っ
て
い
ま

時
は
意
識
す
る
こ
と
な
く
払
っ
て
い
ま

す
が
、
一
つ
一
つ
に
消
費
税
が
か
か
り

す
が
、
一
つ
一
つ
に
消
費
税
が
か
か
り

納
め
て
い
ま
す
。
税
金
の
種
類
は
色
々

納
め
て
い
ま
す
。
税
金
の
種
類
は
色
々

な
も
の
が
あ
り
、
一
つ
一
つ
の
税
金
は
、

な
も
の
が
あ
り
、
一
つ
一
つ
の
税
金
は
、

数
多
く
の
事
に
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

数
多
く
の
事
に
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

普
段
は
、
意
識
し
な
が
ら
利
用
す
る

　

普
段
は
、
意
識
し
な
が
ら
利
用
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
国
民
が
働
い

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
国
民
が
働
い

て
、
納
税
を
す
る
こ
と
で
公
共
サ
ー
ビ

て
、
納
税
を
す
る
こ
と
で
公
共
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ら
れ
た
り
、
私
た
ち
の
生
活

ス
を
受
け
ら
れ
た
り
、
私
た
ち
の
生
活

が
よ
り
便
利
に
暮
ら
せ
て
い
け
る
町
づ

が
よ
り
便
利
に
暮
ら
せ
て
い
け
る
町
づ

く
り
や
制
度
が
整
備
さ
れ
て
い
く
事
は
、

く
り
や
制
度
が
整
備
さ
れ
て
い
く
事
は
、

と
て
も
い
い
事
だ
と
思
い
ま
す
。

と
て
も
い
い
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
の
日
常
が
当
た
り
前
だ

　

し
か
し
、
今
の
日
常
が
当
た
り
前
だ

と
思
わ
ず
に
納
め
ら
れ
て
い
る
税
金
に

と
思
わ
ず
に
納
め
ら
れ
て
い
る
税
金
に

つ
い
て
、
し
っ
か
り
と
理
解
を
し
て
、

つ
い
て
、
し
っ
か
り
と
理
解
を
し
て
、

ど
の
よ
う
な
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ

ど
の
よ
う
な
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ

れ
て
、
私
た
ち
の
生
活
が
、
ど
の
よ
う

れ
て
、
私
た
ち
の
生
活
が
、
ど
の
よ
う

に
変
わ
っ
て
い
く
の
か
を
正
し
く
理
解

に
変
わ
っ
て
い
く
の
か
を
正
し
く
理
解

す
る
事
が
大
切
な
事
だ
と
思
い
ま
す
。

す
る
事
が
大
切
な
事
だ
と
思
い
ま
す
。
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清
水
町
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御
影
中
学
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石
原　

芽
依　

　

石
原　

芽
依　

「
必
要
な
税
金
」

「
必
要
な
税
金
」

　

私
は
税
金
に
つ
い
て
、
払
う
必
要
が

　

私
は
税
金
に
つ
い
て
、
払
う
必
要
が

あ
る
税
金
と
、
も
う
少
し
だ
け
払
う
税

あ
る
税
金
と
、
も
う
少
し
だ
け
払
う
税

金
の
金
額
を
下
げ
て
も
い
い
税
金
が
あ

金
の
金
額
を
下
げ
て
も
い
い
税
金
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

る
と
思
い
ま
す
。

　

税
金
が
無
け
れ
ば
、
救
急
車
を
利
用

　

税
金
が
無
け
れ
ば
、
救
急
車
を
利
用

す
る
に
も
料
金
が
か
か
り
、
公
園
を
利

す
る
に
も
料
金
が
か
か
り
、
公
園
を
利

用
す
る
の
に
も
料
金
が
か
か
り
、
病
院

用
す
る
の
に
も
料
金
が
か
か
り
、
病
院

を
利
用
し
た
と
き
の
医
療
費
も
全
て
、

を
利
用
し
た
と
き
の
医
療
費
も
全
て
、

自
分
で
負
担
し
な
け
ば
な
り
ま
せ
ん
。

自
分
で
負
担
し
な
け
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

他
に
も
税
金
が
あ
る
と
、
体
の
不
自

　

他
に
も
税
金
が
あ
る
と
、
体
の
不
自

由
な
人
な
ど
が
生
活
し
や
す
い
よ
う
な

由
な
人
な
ど
が
生
活
し
や
す
い
よ
う
な

国
づ
く
り
を
工
夫
す
る
こ
と
に
も
税
金

国
づ
く
り
を
工
夫
す
る
こ
と
に
も
税
金

が
役
立
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
税
金

が
役
立
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
税
金

が
無
け
れ
ば
、
今
ま
で
、
当
た
り
前
に

が
無
け
れ
ば
、
今
ま
で
、
当
た
り
前
に

行
っ
て
い
た
こ
と
が
有
料
に
な
っ
て
し

行
っ
て
い
た
こ
と
が
有
料
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
な
の
で
、
お
店
で
買
っ
た

ま
い
ま
す
。
な
の
で
、
お
店
で
買
っ
た

商
品
や
食
材
に
か
か
る
税
金
は
役
立
っ

商
品
や
食
材
に
か
か
る
税
金
は
役
立
っ

て
い
る
の
で
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

て
い
る
の
で
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

で
す
が
、
タ
バ
コ
や
お
酒
に
か
か
る

　

で
す
が
、
タ
バ
コ
や
お
酒
に
か
か
る

税
金
は
他
の
商
品
や
、
サ
ー
ビ
ス
に
税

税
金
は
他
の
商
品
や
、
サ
ー
ビ
ス
に
税

金
を
払
う
こ
と
に
比
べ
る
と
高
い
と
思

金
を
払
う
こ
と
に
比
べ
る
と
高
い
と
思

い
ま
す
。
税
金
が
高
い
の
で
、
国
や
地

い
ま
す
。
税
金
が
高
い
の
で
、
国
や
地

方
公
共
団
体
の
貴
重
な
財
源
と
な
っ
て

方
公
共
団
体
の
貴
重
な
財
源
と
な
っ
て

い
て
、
役
立
っ
て
い
る
と
は
思
い
ま
す

い
て
、
役
立
っ
て
い
る
と
は
思
い
ま
す

が
、
他
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る

が
、
他
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る

税
金
と
平
等
に
し
て
、
タ
バ
コ
や
お
酒

税
金
と
平
等
に
し
て
、
タ
バ
コ
や
お
酒

に
か
か
る
税
金
の
金
額
を
も
う
少
し
下

に
か
か
る
税
金
の
金
額
を
も
う
少
し
下

げ
て
も
い
い
と
思
い
ま
し
た
。

げ
て
も
い
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
は
税
金
に
つ
い
て
、
今
、
国
に
借

　

私
は
税
金
に
つ
い
て
、
今
、
国
に
借

金
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

金
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

国
の
経
済
状
況
や
国
民
の
生
活
の
た
め

国
の
経
済
状
況
や
国
民
の
生
活
の
た
め

に
、
歳
入
が
不
足
し
て
い
て
、
歳
入
の

に
、
歳
入
が
不
足
し
て
い
て
、
歳
入
の

不
足
分
を
補
う
た
め
に
、
国
は
国
債
を

不
足
分
を
補
う
た
め
に
、
国
は
国
債
を

発
行
し
て
収
入
を
得
て
い
る
こ
と
も
知

発
行
し
て
収
入
を
得
て
い
る
こ
と
も
知

り
ま
し
た
。
今
、
国
が
と
て
も
大
き
な

り
ま
し
た
。
今
、
国
が
と
て
も
大
き
な

借
金
を
抱
え
て
い
る
の
に
加
え
て
、
日

借
金
を
抱
え
て
い
る
の
に
加
え
て
、
日

本
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
流
行

本
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
流
行

っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
新
型
コ
ロ

っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
医
療
関
係
や
対
策
で
も
、

ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
医
療
関
係
や
対
策
で
も
、

多
額
な
税
金
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

多
額
な
税
金
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
に
日
本
は
他
の
国
々
と
比
べ
て
、

そ
れ
に
日
本
は
他
の
国
々
と
比
べ
て
、

少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、
今

少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、
今

後
、
社
会
保
障
費
が
増
え
て
し
ま
う
こ

後
、
社
会
保
障
費
が
増
え
て
し
ま
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
な
の
で
自
分
た
ち
国

と
に
な
り
ま
す
。
な
の
で
自
分
た
ち
国

民
が
国
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
、
し

民
が
国
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
、
し

っ
か
り
と
国
に
税
金
を
納
め
て
、
税
金

っ
か
り
と
国
に
税
金
を
納
め
て
、
税
金

の
無
駄
使
い
を
厳
し
く
注
意
し
た
り
す

の
無
駄
使
い
を
厳
し
く
注
意
し
た
り
す

る
よ
う
な
、
国
の
た
め
に
、
借
金
返
済

る
よ
う
な
、
国
の
た
め
に
、
借
金
返
済

の
た
め
に
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
る
こ

の
た
め
に
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
る
こ

と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。

と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
企
業
に
大
ヒ
ッ
ト
す
る
よ
う

　

ま
た
、
企
業
に
大
ヒ
ッ
ト
す
る
よ
う

な
商
品
を
作
れ
る
よ
う
に
働
き
か
け
て
、

な
商
品
を
作
れ
る
よ
う
に
働
き
か
け
て
、

日
本
の
様
々
な
企
業
が
競
争
す
る
よ
う

日
本
の
様
々
な
企
業
が
競
争
す
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
物
が
た
く
さ
ん
売
れ
て
、

に
な
れ
ば
、
物
が
た
く
さ
ん
売
れ
て
、

景
気
も
良
く
な
り
、
税
金
の
収
入
も
多

景
気
も
良
く
な
り
、
税
金
の
収
入
も
多

く
な
り
、
少
し
で
も
国
の
借
金
が
軽
く

く
な
り
、
少
し
で
も
国
の
借
金
が
軽
く

な
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。
他
に
も
、

な
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。
他
に
も
、

日
本
の
物
を
作
っ
た
り
、
売
っ
た
り
す

日
本
の
物
を
作
っ
た
り
、
売
っ
た
り
す

る
技
術
が
今
よ
り
優
れ
る
よ
う
に
な
っ

る
技
術
が
今
よ
り
優
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
ら
日
本
の
景
気
も
良
く
な
り
、
税
金

た
ら
日
本
の
景
気
も
良
く
な
り
、
税
金

も
多
く
得
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

も
多
く
得
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
今
回
、
税
金
に
つ
い
て
、
色
々
調

　

私
は
今
回
、
税
金
に
つ
い
て
、
色
々
調

べ
て
み
て
、
税
金
の
制
度
が
国
に
と
っ
て
、

べ
て
み
て
、
税
金
の
制
度
が
国
に
と
っ
て
、

と
て
も
必
要
な
こ
と
や
、
今
の
日
本
の
経

と
て
も
必
要
な
こ
と
や
、
今
の
日
本
の
経
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た
。
私
は
、
こ
の
こ
と
か
ら
税
が
ど
の

た
。
私
は
、
こ
の
こ
と
か
ら
税
が
ど
の

よ
う
に
使
わ
て
い
る
か
、
そ
の
使
い
道

よ
う
に
使
わ
て
い
る
か
、
そ
の
使
い
道

を
知
る
こ
と
で
税
金
を
払
う
意
味
を
知

を
知
る
こ
と
で
税
金
を
払
う
意
味
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
し
た
。

い
ま
し
た
。

　

二
つ
目
に
、
税
金
に
も
沢
山
の
種
類

　

二
つ
目
に
、
税
金
に
も
沢
山
の
種
類

が
あ
り
、
私
が
普
段
払
っ
て
い
る
の
は

が
あ
り
、
私
が
普
段
払
っ
て
い
る
の
は

消
費
税
で
、
消
費
税
は
収
入
が
違
っ
て

消
費
税
で
、
消
費
税
は
収
入
が
違
っ
て

も
同
じ
金
額
を
払
い
ま
す
が
、
収
入
が

も
同
じ
金
額
を
払
い
ま
す
が
、
収
入
が

多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
税
も
多
く
な
る
所

多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
税
も
多
く
な
る
所

得
税
な
ど
、
税
金
に
も
様
々
な
種
類
が

得
税
な
ど
、
税
金
に
も
様
々
な
種
類
が

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、

そ
れ
ら
を
払
う
所
も
、
国
、
都
道
府
県
、

そ
れ
ら
を
払
う
所
も
、
国
、
都
道
府
県
、

市
町
村
と
私
の
想
像
を
超
え
て
多
く
、

市
町
村
と
私
の
想
像
を
超
え
て
多
く
、

複
雑
だ
と
思
い
ま
し
た
。
で
す
が
、
何

複
雑
だ
と
思
い
ま
し
た
。
で
す
が
、
何

故
こ
こ
ま
で
税
の
種
類
が
多
い
の
か
も

故
こ
こ
ま
で
税
の
種
類
が
多
い
の
か
も

同
時
に
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

同
時
に
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
公
平
性
を
保
つ
為
で
、
様
々
な

れ
は
、
公
平
性
を
保
つ
為
で
、
様
々
な

環
境
の
人
が
い
る
中
で
公
平
に
税
を
集

環
境
の
人
が
い
る
中
で
公
平
に
税
を
集

め
る
為
に
は
沢
山
の
種
類
の
税
が
い
る

め
る
為
に
は
沢
山
の
種
類
の
税
が
い
る

と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
現
在
少
子
高
齢
化
が
進
む

　

最
後
に
、
現
在
少
子
高
齢
化
が
進
む

中
で
こ
の
先
税
を
負
担
す
る
人
手
が
少

中
で
こ
の
先
税
を
負
担
す
る
人
手
が
少

な
く
な
っ
て
い
く
こ
と
も
学
び
ま
し
た
。

な
く
な
っ
て
い
く
こ
と
も
学
び
ま
し
た
。

税
金
は
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
も
使
わ
れ
て

税
金
は
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
も
使
わ
れ
て

い
る
こ
と
を
学
ん
だ
の
で
、
生
き
や
す

い
る
こ
と
を
学
ん
だ
の
で
、
生
き
や
す

い
社
会
を
つ
く
る
為
に
も
税
金
は
必
要

い
社
会
を
つ
く
る
為
に
も
税
金
は
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。
な
の
で
私
は
、
私
が

だ
と
思
い
ま
す
。
な
の
で
私
は
、
私
が

今
回
学
ん
だ
よ
う
な
税
金
の
重
要
性
を

今
回
学
ん
だ
よ
う
な
税
金
の
重
要
性
を

よ
り
広
め
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思

よ
り
広
め
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
の
為
に
は
、
初
め
の
方
で

い
ま
す
。
そ
の
為
に
は
、
初
め
の
方
で

書
い
た
よ
う
に
、
税
金
が
ど
の
よ
う
に

書
い
た
よ
う
に
、
税
金
が
ど
の
よ
う
に

使
わ
れ
て
い
る
か
そ
の
使
い
道
や
五
十

使
わ
れ
て
い
る
か
そ
の
使
い
道
や
五
十

種
以
上
も
あ
る
税
の
種
類
な
ど
に
つ
い

種
以
上
も
あ
る
税
の
種
類
な
ど
に
つ
い

て
分
か
り
や
す
く
書
か
れ
た
も
の
が
あ

て
分
か
り
や
す
く
書
か
れ
た
も
の
が
あ

る
と
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

る
と
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

で
す
が
、
税
金
は
正
し
く
使
わ
れ
な

　

で
す
が
、
税
金
は
正
し
く
使
わ
れ
な

い
と
意
味
が
な
い
の
で
、
税
金
の
ル
ー

い
と
意
味
が
な
い
の
で
、
税
金
の
ル
ー

ル
を
決
め
る
議
員
は
正
し
く
お
金
を
使

ル
を
決
め
る
議
員
は
正
し
く
お
金
を
使

え
る
人
を
選
挙
で
選
ぶ
こ
と
が
大
切
だ

え
る
人
を
選
挙
で
選
ぶ
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
し
た
。

と
思
い
ま
し
た
。

　

今
回
私
が
分
か
っ
た
こ
と
は
、
身
近

　

今
回
私
が
分
か
っ
た
こ
と
は
、
身
近

に
は
税
金
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
多

に
は
税
金
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
多

い
こ
と
、
税
金
に
は
様
々
な
種
類
が
あ

い
こ
と
、
税
金
に
は
様
々
な
種
類
が
あ

り
、
そ
れ
は
公
平
性
を
保
つ
為
だ
と
い

り
、
そ
れ
は
公
平
性
を
保
つ
為
だ
と
い

う
こ
と
、
こ
の
先
少
子
高
齢
化
が
進
む

う
こ
と
、
こ
の
先
少
子
高
齢
化
が
進
む

と
税
を
負
担
す
る
人
が
少
な
く
な
っ
て

と
税
を
負
担
す
る
人
が
少
な
く
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
で
す
。
な
の
で
私
は
税
に

し
ま
う
こ
と
で
す
。
な
の
で
私
は
税
に

つ
い
て
よ
り
多
く
の
人
に
理
解
し
て
も

つ
い
て
よ
り
多
く
の
人
に
理
解
し
て
も

ら
う
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。

ら
う
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。

清
水
町
立
清
水
中
学
校
三
年
Ｂ
組

清
水
町
立
清
水
中
学
校
三
年
Ｂ
組

　

相
澤　

妃
音　

　

相
澤　

妃
音　

「
税
金
の
役
割
」

「
税
金
の
役
割
」

　

私
は
税
に
つ
い
て
深
く
考
え
た
こ
と

　

私
は
税
に
つ
い
て
深
く
考
え
た
こ
と

が
今
ま
で
の
人
生
な
か
っ
た
。
以
前
は

が
今
ま
で
の
人
生
な
か
っ
た
。
以
前
は

税
な
ん
て
必
要
な
い
、
こ
の
世
に
税
が

税
な
ん
て
必
要
な
い
、
こ
の
世
に
税
が

あ
る
意
味
が
わ
か
ら
な
い
と
税
の
こ
と

あ
る
意
味
が
わ
か
ら
な
い
と
税
の
こ
と

を
悪
く
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
税
に

を
悪
く
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
税
に

つ
い
て
調
べ
る
と
税
へ
の
思
考
が
変
わ

つ
い
て
調
べ
る
と
税
へ
の
思
考
が
変
わ

っ
た
。
税
の
は
じ
ま
り
は
最
初
、
大
正

っ
た
。
税
の
は
じ
ま
り
は
最
初
、
大
正

時
代
か
ら
と
思
い
込
ん
で
い
た
が
、
歴

時
代
か
ら
と
思
い
込
ん
で
い
た
が
、
歴

史
を
た
ど
る
と
弥
生
時
代
頃
か
ら
税
の

史
を
た
ど
る
と
弥
生
時
代
頃
か
ら
税
の

歴
史
が
は
じ
ま
っ
て
い
る
と
は
思
わ
な

歴
史
が
は
じ
ま
っ
て
い
る
と
は
思
わ
な

か
っ
た
。
税
金
の
役
割
は
安
心
・
安
全

か
っ
た
。
税
金
の
役
割
は
安
心
・
安
全

に
生
活
や
私
た
ち
の
よ
う
に
中
学
生
、

に
生
活
や
私
た
ち
の
よ
う
に
中
学
生
、

小
学
、
高
校
そ
し
て
大
学
な
ど
人
生
の

小
学
、
高
校
そ
し
て
大
学
な
ど
人
生
の

な
か
で
税
金
は
必
要
不
可
欠
と
感
じ
た
。

な
か
で
税
金
は
必
要
不
可
欠
と
感
じ
た
。

逆
に
税
金
の
無
い
国
は
、
自
分
で
安
心

逆
に
税
金
の
無
い
国
は
、
自
分
で
安
心

や
安
全
を
買
い
、
自
分
で
負
担
し
な
け

や
安
全
を
買
い
、
自
分
で
負
担
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
知
っ
た
。
自
分
の
親

れ
ば
い
け
な
い
と
知
っ
た
。
自
分
の
親

が
車
が
欲
し
い
と
言
っ
た
時
、
簡
単
に

が
車
が
欲
し
い
と
言
っ
た
時
、
簡
単
に

車
が
買
え
る
ん
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、

車
が
買
え
る
ん
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、

請
求
書
を
見
る
と
私
た
ち
の
身
近
な
消

請
求
書
を
見
る
と
私
た
ち
の
身
近
な
消

費
税
、
車
を
買
う
際
に
必
要
な
自
動
車

費
税
、
車
を
買
う
際
に
必
要
な
自
動
車

税
、
軽
自
動
車
税
が
あ
っ
た
が
、
聞
い

税
、
軽
自
動
車
税
が
あ
っ
た
が
、
聞
い

た
こ
と
が
な
い
揮
発
油
税
と
い
う
税
が

た
こ
と
が
な
い
揮
発
油
税
と
い
う
税
が

あ
る
の
を
見
て
、
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い

あ
る
の
を
見
て
、
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い

税
の
名
前
が
あ
る
の
を
知
っ
た
の
で
こ

税
の
名
前
が
あ
る
の
を
知
っ
た
の
で
こ

れ
か
ら
の
人
生
も
っ
と
税
が
今
ま
で
よ

れ
か
ら
の
人
生
も
っ
と
税
が
今
ま
で
よ

り
も
身
近
に
な
っ
て
く
る
の
で
、
税
の

り
も
身
近
に
な
っ
て
く
る
の
で
、
税
の

名
前
、
意
味
を
頭
に
入
れ
て
お
い
た
方

名
前
、
意
味
を
頭
に
入
れ
て
お
い
た
方

が
い
い
と
思
っ
た
。
だ
が
、
数
種
類
の

が
い
い
と
思
っ
た
。
だ
が
、
数
種
類
の

税
金
だ
と
払
う
人
の
公
平
性
が
保
て
な

税
金
だ
と
払
う
人
の
公
平
性
が
保
て
な

く
な
り
不
公
平
に
な
っ
て
し
ま
う
と
聞

く
な
り
不
公
平
に
な
っ
て
し
ま
う
と
聞

い
た
と
き
、
色
々
な
税
金
を
払
わ
な
い

い
た
と
き
、
色
々
な
税
金
を
払
わ
な
い

こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
問
に

こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
問
に

思
っ
た
。
し
か
し
、
色
々
な
種
類
の
税

思
っ
た
。
し
か
し
、
色
々
な
種
類
の
税

金
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
一
人
で

金
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
一
人
で

も
多
く
の
人
が
公
平
と
思
え
る
様
に
す

も
多
く
の
人
が
公
平
と
思
え
る
様
に
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
聞
い
て
、
税
一
つ

る
こ
と
が
で
き
る
と
聞
い
て
、
税
一
つ

一
つ
払
わ
な
い
で
組
み
合
わ
せ
て
払
え

一
つ
払
わ
な
い
で
組
み
合
わ
せ
て
払
え

ば
よ
い
の
か
と
感
心
す
る
こ
と
が
で
き

ば
よ
い
の
か
と
感
心
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
税
の
種
類
に
つ
い
て
わ
か
っ
た
が
、

た
。
税
の
種
類
に
つ
い
て
わ
か
っ
た
が
、

仕
組
み
に
つ
い
て
は
ど
う
な
の
だ
ろ
う

仕
組
み
に
つ
い
て
は
ど
う
な
の
だ
ろ
う

と
ま
た
疑
問
に
思
っ
た
。
学
校
で
学
ん

と
ま
た
疑
問
に
思
っ
た
。
学
校
で
学
ん

だ
こ
と
は
、
税
金
は
ル
ー
ル
に
則
っ
て

だ
こ
と
は
、
税
金
は
ル
ー
ル
に
則
っ
て

集
め
て
い
る
こ
と
や
税
法
は
、
国
会
や

集
め
て
い
る
こ
と
や
税
法
は
、
国
会
や

議
会
で
決
め
、
そ
の
議
員
は
、
私
た
ち

議
会
で
決
め
、
そ
の
議
員
は
、
私
た
ち

が
選
挙
で
決
め
、
人
々
の
生
活
を
支
え

が
選
挙
で
決
め
、
人
々
の
生
活
を
支
え

て
い
く
こ
と
を
知
り
、
税
金
は
日
本
で

て
い
く
こ
と
を
知
り
、
税
金
は
日
本
で

の
上
の
身
分
の
人
達
が
決
め
て
い
る
の

の
上
の
身
分
の
人
達
が
決
め
て
い
る
の

で
は
な
く
私
た
ち
が
税
金
を
決
め
る
こ

で
は
な
く
私
た
ち
が
税
金
を
決
め
る
こ

と
も
知
っ
た
。
日
本
の
財
政
は
み
ん
な

と
も
知
っ
た
。
日
本
の
財
政
は
み
ん
な

で
決
め
た
ル
ー
ル
で
、
公
平
に
集
め
て
、

で
決
め
た
ル
ー
ル
で
、
公
平
に
集
め
て
、

本
当
に
必
要
な
こ
と
、
も
の
の
為
に
使

本
当
に
必
要
な
こ
と
、
も
の
の
為
に
使

う
、
そ
の
た
め
に
は
ち
ゃ
ん
と
ル
ー
ル

う
、
そ
の
た
め
に
は
ち
ゃ
ん
と
ル
ー
ル

が
必
要
な
の
で
、
み
ん
な
で
し
っ
か
り

が
必
要
な
の
で
、
み
ん
な
で
し
っ
か
り

ル
ー
ル
を
決
め
て
守
る
こ
と
が
大
切
だ

ル
ー
ル
を
決
め
て
守
る
こ
と
が
大
切
だ

と
知
っ
た
。

と
知
っ
た
。

　

今
回
、
税
金
に
つ
い
て
調
べ
て
み
て

　

今
回
、
税
金
に
つ
い
て
調
べ
て
み
て

私
が
知
ら
な
い
税
の
名
前
、
意
味
を
知

私
が
知
ら
な
い
税
の
名
前
、
意
味
を
知

ら
な
い
も
の
が
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ

ら
な
い
も
の
が
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ

る
と
わ
か
っ
た
。
今
後
も
税
の
こ
と
に

る
と
わ
か
っ
た
。
今
後
も
税
の
こ
と
に

つ
い
て
調
べ
て
、
社
会
に
出
て
も
困
ら

つ
い
て
調
べ
て
、
社
会
に
出
て
も
困
ら

ぬ
よ
う
に
し
た
い
。

ぬ
よ
う
に
し
た
い
。

負
担
さ
れ
て
お
り
、
逆
を
言
え
ば
、
一

負
担
さ
れ
て
お
り
、
逆
を
言
え
ば
、
一

日
学
校
を
休
む
だ
け
で
そ
れ
だ
け
の
税

日
学
校
を
休
む
だ
け
で
そ
れ
だ
け
の
税

金
が
無
駄
に
な
っ
て
し
ま
う
そ
う
な
の

金
が
無
駄
に
な
っ
て
し
ま
う
そ
う
な
の

で
す
。
こ
の
こ
と
を
知
り
、
私
は
な
る

で
す
。
こ
の
こ
と
を
知
り
、
私
は
な
る

べ
く
税
金
を
無
駄
に
し
な
い
た
め
、
学

べ
く
税
金
を
無
駄
に
し
な
い
た
め
、
学

校
へ
通
う
こ
と
は
私
た
ち
の
義
務
な
ん

校
へ
通
う
こ
と
は
私
た
ち
の
義
務
な
ん

だ
と
い
う
の
を
実
感
し
ま
し
た
。

だ
と
い
う
の
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

他
に
も
、
税
金
の
使
わ
れ
道
は
た
く

　

他
に
も
、
税
金
の
使
わ
れ
道
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
警
察
や

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
警
察
や

消
防
も
そ
の
一
つ
で
す
。
私
の
祖
母
は

消
防
も
そ
の
一
つ
で
す
。
私
の
祖
母
は

以
前
、
詐
欺
に
遭
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

以
前
、
詐
欺
に
遭
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
通
報
を
受
け
た
警
察
が
す
ぐ
に
対

す
。
通
報
を
受
け
た
警
察
が
す
ぐ
に
対

処
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で
大
事
に
な
ら

処
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で
大
事
に
な
ら

ず
済
ん
だ
の
で
す
が
、
も
し
警
察
が
税

ず
済
ん
だ
の
で
す
が
、
も
し
警
察
が
税

金
に
よ
っ
て
動
い
て
く
れ
て
い
な
け
れ

金
に
よ
っ
て
動
い
て
く
れ
て
い
な
け
れ

ば
あ
の
時
、
祖
母
は
だ
ま
さ
れ
て
し
ま

ば
あ
の
時
、
祖
母
は
だ
ま
さ
れ
て
し
ま

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
改
め
て
思
い
ま

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
改
め
て
思
い
ま

し
た
。

し
た
。

　

最
後
に
私
は
普
通
公
債
残
高
が
累
増

　

最
後
に
私
は
普
通
公
債
残
高
が
累
増

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
て
、
令
和
三
年

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
て
、
令
和
三
年

度
末
に
は
九
百
九
十
兆
円
に
上
る
見
込

度
末
に
は
九
百
九
十
兆
円
に
上
る
見
込

み
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
払
わ
な
け
れ
ば

み
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
払
わ
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
は
国
民
だ
と
い
う
こ
と
を

い
け
な
い
の
は
国
民
だ
と
い
う
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。
私
は
、
初
め
は
税
金
が

知
り
ま
し
た
。
私
は
、
初
め
は
税
金
が

何
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と

何
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と

を
あ
ま
り
知
ら
ず
、
税
金
は
そ
ん
な
に

を
あ
ま
り
知
ら
ず
、
税
金
は
そ
ん
な
に

払
い
た
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
税

払
い
た
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
税

金
が
無
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
私
た

金
が
無
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
私
た

ち
の
生
活
が
と
て
も
苦
労
す
る
こ
と
に

ち
の
生
活
が
と
て
も
苦
労
す
る
こ
と
に

な
る
と
思
う
と
、
税
金
を
払
う
こ
と
へ

な
る
と
思
う
と
、
税
金
を
払
う
こ
と
へ

の
抵
抗
が
低
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
な

の
抵
抗
が
低
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
な

の
で
税
金
が
な
く
な
る
と
ど
う
な
る
の

の
で
税
金
が
な
く
な
る
と
ど
う
な
る
の

か
、
そ
の
こ
と
を
広
く
知
っ
て
も
ら
い
、

か
、
そ
の
こ
と
を
広
く
知
っ
て
も
ら
い
、

税
金
を
払
う
こ
と
へ
の
抵
抗
が
な
く
な

税
金
を
払
う
こ
と
へ
の
抵
抗
が
な
く
な

れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

清
水
町
立
清
水
中
学
校
三
年
Ｂ
組

清
水
町
立
清
水
中
学
校
三
年
Ｂ
組

　

松
澤　

涼
華　

　

松
澤　

涼
華　

「
身
近
な
税
へ
」

「
身
近
な
税
へ
」

　

私
は
今
、「
税
」
に
あ
り
が
と
う
と

　

私
は
今
、「
税
」
に
あ
り
が
と
う
と

言
い
た
い
。
最
初
は
消
費
税
が
上
が
る

言
い
た
い
。
最
初
は
消
費
税
が
上
が
る

こ
と
に
反
対
だ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
買

こ
と
に
反
対
だ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
買

い
物
を
し
た
ら
少
し
多
く
支
払
わ
な
け

い
物
を
し
た
ら
少
し
多
く
支
払
わ
な
け

れ
ば
い
け
な
い
か
ら
だ
。
な
に
に
使
わ

れ
ば
い
け
な
い
か
ら
だ
。
な
に
に
使
わ

れ
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
税
は
い
ら
な

れ
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
税
は
い
ら
な

い
。
そ
う
思
っ
て
い
た
。

い
。
そ
う
思
っ
て
い
た
。

　

あ
る
日
の
病
院
で
の
会
計
。
ふ
と
疑

　

あ
る
日
の
病
院
で
の
会
計
。
ふ
と
疑

問
に
思
っ
た
。
他
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

問
に
思
っ
た
。
他
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
ち
ゃ
ん
と
お
金
を
払

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
ち
ゃ
ん
と
お
金
を
払

っ
て
い
る
の
に
、
ど
う
し
て
自
分
だ
け

っ
て
い
る
の
に
、
ど
う
し
て
自
分
だ
け

は
払
っ
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
と
。
病
院

は
払
っ
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
と
。
病
院

か
ら
帰
り
、
す
ぐ
調
べ
て
み
る
と
そ
こ

か
ら
帰
り
、
す
ぐ
調
べ
て
み
る
と
そ
こ

で
出
て
き
た
の
は
、
税
金
だ
っ
た
。
社

で
出
て
き
た
の
は
、
税
金
だ
っ
た
。
社

会
保
障
関
係
費
と
い
う
私
達
の
健
康
や

会
保
障
関
係
費
と
い
う
私
達
の
健
康
や

生
活
を
守
る
た
め
の
税
金
だ
っ
た
。
こ

生
活
を
守
る
た
め
の
税
金
だ
っ
た
。
こ

の
税
金
が
あ
る
か
ら
医
療
費
が
安
く
済

の
税
金
が
あ
る
か
ら
医
療
費
が
安
く
済

ん
で
い
る
の
だ
と
思
っ
た
。

ん
で
い
る
の
だ
と
思
っ
た
。

　

ま
た
違
う
あ
る
日
、
学
校
で
使
う
ワ

　

ま
た
違
う
あ
る
日
、
学
校
で
使
う
ワ

ー
ク
や
フ
ァ
イ
ル
は
買
っ
て
い
る
が
教

ー
ク
や
フ
ァ
イ
ル
は
買
っ
て
い
る
が
教

科
書
だ
け
は
違
っ
て
い
た
。
毎
年
、
教

科
書
だ
け
は
違
っ
て
い
た
。
毎
年
、
教

科
書
だ
け
は
国
か
ら
配
布
さ
れ
て
い
た
。

科
書
だ
け
は
国
か
ら
配
布
さ
れ
て
い
た
。

私
は
気
付
い
た
。
こ
れ
も
税
金
か
ら
出

私
は
気
付
い
た
。
こ
れ
も
税
金
か
ら
出

て
い
た
ん
だ
と
。
文
教
及
び
科
学
振
興

て
い
た
ん
だ
と
。
文
教
及
び
科
学
振
興

費
と
い
う
教
育
や
科
学
技
術
の
発
展
さ

費
と
い
う
教
育
や
科
学
技
術
の
発
展
さ

せ
る
た
め
の
税
金
だ
っ
た
。
他
に
も
あ

せ
る
た
め
の
税
金
だ
っ
た
。
他
に
も
あ

る
。
公
園
の
建
設
費
や
信
号
機
の
設
置
、

る
。
公
園
の
建
設
費
や
信
号
機
の
設
置
、

交
番
や
救
急
車
、
ご
み
収
集
ま
で
も
が

交
番
や
救
急
車
、
ご
み
収
集
ま
で
も
が

税
金
で
動
い
て
い
た
。
私
は
知
ら
な
か

税
金
で
動
い
て
い
た
。
私
は
知
ら
な
か

っ
た
。
こ
れ
ま
で
タ
ダ
で
使
っ
て
い
た

っ
た
。
こ
れ
ま
で
タ
ダ
で
使
っ
て
い
た

も
の
が
全
て
税
金
と
関
わ
り
の
あ
る
物

も
の
が
全
て
税
金
と
関
わ
り
の
あ
る
物

だ
っ
た
ん
だ
と
。
あ
れ
ほ
ど
な
く
て
良

だ
っ
た
ん
だ
と
。
あ
れ
ほ
ど
な
く
て
良

い
と
思
っ
て
き
た
税
金
へ
の
思
い
が
が

い
と
思
っ
て
き
た
税
金
へ
の
思
い
が
が

ら
り
と
変
化
し
た
。
何
に
も
税
金
に
つ

ら
り
と
変
化
し
た
。
何
に
も
税
金
に
つ

い
て
知
ら
な
か
っ
た
の
に
払
い
た
く
な

い
て
知
ら
な
か
っ
た
の
に
払
い
た
く
な

い
と
思
っ
て
い
た
自
分
が
馬
鹿
だ
と
思

い
と
思
っ
て
い
た
自
分
が
馬
鹿
だ
と
思

っ
た
。

っ
た
。

　

税
金
に
つ
い
て
調
べ
て
い
く
と
公
債

　

税
金
に
つ
い
て
調
べ
て
い
く
と
公
債

残
高
と
い
う
も
の
に
目
が
止
ま
っ
た
。

残
高
と
い
う
も
の
に
目
が
止
ま
っ
た
。

い
わ
ゆ
る
借
金
と
い
う
や
つ
だ
っ
た
。

い
わ
ゆ
る
借
金
と
い
う
や
つ
だ
っ
た
。

昭
和
四
十
年
か
ら
ず
っ
と
増
え
て
き
て

昭
和
四
十
年
か
ら
ず
っ
と
増
え
て
き
て

い
て
令
和
三
年
度
末
に
九
百
九
十
兆
円

い
て
令
和
三
年
度
末
に
九
百
九
十
兆
円

に
上
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
の
が
現
状

に
上
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
の
が
現
状

だ
っ
た
。
こ
れ
も
税
金
で
払
わ
れ
て
い

だ
っ
た
。
こ
れ
も
税
金
で
払
わ
れ
て
い

る
の
が
全
部
払
い
き
れ
て
い
な
い
た
め
、

る
の
が
全
部
払
い
き
れ
て
い
な
い
た
め
、

こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
く
の
は

こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
く
の
は

間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
少

間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
少

子
高
齢
化
が
ど
ん
ど
ん
進
ん
で
い
く
と

子
高
齢
化
が
ど
ん
ど
ん
進
ん
で
い
く
と

言
わ
れ
て
い
る
中
、
ど
う
こ
の
借
金
を

言
わ
れ
て
い
る
中
、
ど
う
こ
の
借
金
を

返
し
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。
消
費
税

返
し
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。
消
費
税

が
十
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
っ
た
ば
か
り
で

が
十
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
っ
た
ば
か
り
で

す
が
、
ま
た
上
が
る
の
で
は
な
い
か
と

す
が
、
ま
た
上
が
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
た
。
税
金
を
払
う
の
は
良
い
が
、

思
っ
た
。
税
金
を
払
う
の
は
良
い
が
、

返
し
き
れ
な
い
国
債
が
溜
ま
っ
て
い
く

返
し
き
れ
な
い
国
債
が
溜
ま
っ
て
い
く

の
も
大
変
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
政
府

の
も
大
変
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
政
府

の
働
き
に
期
待
し
た
い
と
思
っ
た
。

の
働
き
に
期
待
し
た
い
と
思
っ
た
。
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村
上　

満
里
奈　

　

村
上　

満
里
奈　

「
税
に
つ
い
て
わ
か
っ
た
こ
と
」

「
税
に
つ
い
て
わ
か
っ
た
こ
と
」

　

私
は
学
校
の
授
業
で
税
に
つ
い
て
勉

　

私
は
学
校
の
授
業
で
税
に
つ
い
て
勉

強
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
分
か
っ
た
こ
と

強
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
分
か
っ
た
こ
と

は
、
日
常
生
活
に
は
意
外
と
税
金
が
使

は
、
日
常
生
活
に
は
意
外
と
税
金
が
使

わ
れ
て
い
る
こ
と
、
税
金
に
は
沢
山
の

わ
れ
て
い
る
こ
と
、
税
金
に
は
沢
山
の

種
類
が
あ
る
こ
と
、
こ
の
先
少
子
高
齢

種
類
が
あ
る
こ
と
、
こ
の
先
少
子
高
齢

化
が
進
ん
で
い
く
と
税
を
負
担
す
る
人

化
が
進
ん
で
い
く
と
税
を
負
担
す
る
人

手
が
減
っ
て
い
く
こ
と
の
三
つ
で
す
。

手
が
減
っ
て
い
く
こ
と
の
三
つ
で
す
。

　

ま
ず
、
私
は
税
に
つ
い
て
勉
強
す
る

　

ま
ず
、
私
は
税
に
つ
い
て
勉
強
す
る

ま
で
税
金
は
国
の
為
に
使
わ
れ
て
い
る

ま
で
税
金
は
国
の
為
に
使
わ
れ
て
い
る

と
い
う
ぼ
ん
や
り
と
し
た
イ
メ
ー
ジ
で

と
い
う
ぼ
ん
や
り
と
し
た
イ
メ
ー
ジ
で

し
た
。
で
す
が
、
授
業
で
税
金
は
警
察

し
た
。
で
す
が
、
授
業
で
税
金
は
警
察

や
消
防
、
教
育
に
も
大
き
く
関
わ
っ
て

や
消
防
、
教
育
に
も
大
き
く
関
わ
っ
て

い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
な
の
で
、

い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
な
の
で
、

今
の
学
校
生
活
が
あ
る
の
も
税
が
あ
る

今
の
学
校
生
活
が
あ
る
の
も
税
が
あ
る

か
ら
だ
と
知
り
、
普
段
か
ら
自
分
の
身

か
ら
だ
と
知
り
、
普
段
か
ら
自
分
の
身

近
に
も
税
金
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

近
に
も
税
金
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
が
あ
る
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

の
が
あ
る
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
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佐
々
木　

凛　

　

佐
々
木　

凛　

「
税
金
に
つ
い
て
」

「
税
金
に
つ
い
て
」

　

私
は
税
の
勉
強
を
す
る
前
ま
で
は
、

　

私
は
税
の
勉
強
を
す
る
前
ま
で
は
、

税
金
を
で
き
れ
ば
払
い
た
く
な
い
と
思

税
金
を
で
き
れ
ば
払
い
た
く
な
い
と
思

っ
て
い
た
の
で
す
が
、
勉
強
を
し
て
税

っ
て
い
た
の
で
す
が
、
勉
強
を
し
て
税

金
は
あ
っ
た
ほ
う
が
い
い
し
、
払
っ
た

金
は
あ
っ
た
ほ
う
が
い
い
し
、
払
っ
た

方
が
い
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

方
が
い
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

税
金
の
役
割
で
は
、
ゴ
ミ
の
処
理
費

　

税
金
の
役
割
で
は
、
ゴ
ミ
の
処
理
費

用
や
警
察
、
消
防
費
、
国
民
医
療
費
、

用
や
警
察
、
消
防
費
、
国
民
医
療
費
、

教
育
関
係
費
が
あ
る
の
を
知
っ
て
こ
ん

教
育
関
係
費
が
あ
る
の
を
知
っ
て
こ
ん

な
に
た
く
さ
ん
役
割
が
あ
っ
た
な
ん
て

な
に
た
く
さ
ん
役
割
が
あ
っ
た
な
ん
て

思
わ
な
か
っ
た
で
す
。

思
わ
な
か
っ
た
で
す
。

　

税
金
の
種
類
だ
け
で
約
五
十
種
類
も

　

税
金
の
種
類
だ
け
で
約
五
十
種
類
も

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
聞
い
た

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
聞
い
た

こ
と
の
あ
る
税
や
聞
い
た
こ
と
の
無
い

こ
と
の
あ
る
税
や
聞
い
た
こ
と
の
無
い

税
ま
で
あ
っ
た
の
で
知
れ
て
良
か
っ
た

税
ま
で
あ
っ
た
の
で
知
れ
て
良
か
っ
た

で
す
。
消
費
税
は
誰
も
が
耳
に
し
た
こ

で
す
。
消
費
税
は
誰
も
が
耳
に
し
た
こ

と
の
あ
る
言
葉
で
す
が
、
逆
に
法
人
税

と
の
あ
る
言
葉
で
す
が
、
逆
に
法
人
税

や
事
業
税
の
よ
う
に
聞
い
た
こ
と
の
無

や
事
業
税
の
よ
う
に
聞
い
た
こ
と
の
無

い
税
が
あ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
仕
組
み

い
税
が
あ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
仕
組
み

に
な
っ
て
い
る
の
か
が
わ
か
り
ま
し
た
。

に
な
っ
て
い
る
の
か
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

税
が
無
い
と
道
路
が
デ
コ
ボ
コ
だ
っ

　

税
が
無
い
と
道
路
が
デ
コ
ボ
コ
だ
っ

た
り
、
学
校
に
行
き
た
い
子
も
学
費
が

た
り
、
学
校
に
行
き
た
い
子
も
学
費
が

高
く
て
学
校
に
行
け
な
い
人
が
多
く
出

高
く
て
学
校
に
行
け
な
い
人
が
多
く
出

て
し
ま
う
の
で
今
の
日
本
に
は
税
が
必

て
し
ま
う
の
で
今
の
日
本
に
は
税
が
必

要
に
な
る
し
、
み
ん
な
公
平
に
税
金
を

要
に
な
る
し
、
み
ん
な
公
平
に
税
金
を

集
め
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。

集
め
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。

私
の
実
体
験
で
は
、
マ
ン
ホ
ー
ル
に
落

私
の
実
体
験
で
は
、
マ
ン
ホ
ー
ル
に
落

ち
て
警
察
の
人
に
一
回
だ
け
お
世
話
に

ち
て
警
察
の
人
に
一
回
だ
け
お
世
話
に

な
っ
た
の
で
す
が
税
金
を
払
っ
て
い
な

な
っ
た
の
で
す
が
税
金
を
払
っ
て
い
な

か
っ
た
ら
、
警
察
を
呼
ぶ
の
に
も
お
金

か
っ
た
ら
、
警
察
を
呼
ぶ
の
に
も
お
金

が
か
か
っ
て
し
ま
う
と
考
え
た
ら
、
借

が
か
か
っ
て
し
ま
う
と
考
え
た
ら
、
借

金
が
で
き
て
し
ま
う
と
思
い
ま
す
。
も

金
が
で
き
て
し
ま
う
と
思
い
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
警
察
だ
け
で
は
な
く
、
消
防
車

ち
ろ
ん
警
察
だ
け
で
は
な
く
、
消
防
車

や
救
急
車
を
呼
ぶ
に
も
お
金
が
か
か
っ

や
救
急
車
を
呼
ぶ
に
も
お
金
が
か
か
っ

て
し
ま
う
の
で
、
ケ
ガ
を
し
た
り
、
火

て
し
ま
う
の
で
、
ケ
ガ
を
し
た
り
、
火

事
に
な
っ
て
も
色
々
な
お
金
が
か
か
っ

事
に
な
っ
て
も
色
々
な
お
金
が
か
か
っ

て
し
ま
う
の
で
大
変
だ
と
思
い
ま
し
た
。

て
し
ま
う
の
で
大
変
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

数
種
類
の
税
金
だ
と
払
う
人
の
公
平

　

数
種
類
の
税
金
だ
と
払
う
人
の
公
平

性
が
保
て
な
く
な
る
の
で
色
々
な
種
類

性
が
保
て
な
く
な
る
の
で
色
々
な
種
類

の
税
金
を
組
み
合
わ
せ
て
一
人
で
も
多

の
税
金
を
組
み
合
わ
せ
て
一
人
で
も
多

く
の
人
が
公
平
に
思
え
る
様
に
し
た
方

く
の
人
が
公
平
に
思
え
る
様
に
し
た
方

が
良
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で

が
良
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で

良
か
っ
た
で
す
。
税
金
は
ル
ー
ル
（
税

良
か
っ
た
で
す
。
税
金
は
ル
ー
ル
（
税

法
）
に
則
っ
て
集
め
て
い
て
、
税
法
は

法
）
に
則
っ
て
集
め
て
い
て
、
税
法
は

国
会
や
議
会
で
決
め
て
い
ま
す
。
そ
の

国
会
や
議
会
で
決
め
て
い
ま
す
。
そ
の

議
員
は
私
達
国
民
が
選
挙
で
決
め
て
い

議
員
は
私
達
国
民
が
選
挙
で
決
め
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
私
達
が
税
金
を
決
め
て

ま
す
。
つ
ま
り
私
達
が
税
金
を
決
め
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
十
八
歳

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
十
八
歳

に
な
っ
た
ら
選
挙
権
が
あ
る
の
で
、
誰

に
な
っ
た
ら
選
挙
権
が
あ
る
の
で
、
誰

で
も
い
い
か
ら
、
た
だ
選
挙
す
る
の
で

で
も
い
い
か
ら
、
た
だ
選
挙
す
る
の
で

は
な
く
、
し
っ
か
り
考
え
て
投
票
す
る

は
な
く
、
し
っ
か
り
考
え
て
投
票
す
る

こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。

こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。
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葛
西　

洸
太　

　

葛
西　

洸
太　

「
今
と
将
来
の
税
と
の
関
わ
り
」

「
今
と
将
来
の
税
と
の
関
わ
り
」

　

僕
は
今
ま
で
税
に
つ
い
て
基
本
的
に

　

僕
は
今
ま
で
税
に
つ
い
て
基
本
的
に

は
大
人
が
支
払
う
も
の
で
中
学
生
の
僕

は
大
人
が
支
払
う
も
の
で
中
学
生
の
僕

達
に
は
あ
ま
り
関
係
の
な
い
も
の
だ
と

達
に
は
あ
ま
り
関
係
の
な
い
も
の
だ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
僕
達

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
僕
達

も
少
な
か
ら
ず
税
を
支
払
っ
て
い
た
り
、

も
少
な
か
ら
ず
税
を
支
払
っ
て
い
た
り
、

そ
の
税
金
で
様
々
な
援
助
を
生
活
し
て

そ
の
税
金
で
様
々
な
援
助
を
生
活
し
て

い
る
中
で
受
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

い
る
中
で
受
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
例
え
ば
、
国
民
医
療
費
で
す
。

ま
し
た
。
例
え
ば
、
国
民
医
療
費
で
す
。

僕
は
小
学
校
五
年
生
の
頃
に
野
球
を
や

僕
は
小
学
校
五
年
生
の
頃
に
野
球
を
や

っ
て
い
て
野
球
ひ
じ
に
な
っ
た
こ
と
が

っ
て
い
て
野
球
ひ
じ
に
な
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
時
に
長
期
間
週
一
回

あ
り
ま
す
。
そ
の
時
に
長
期
間
週
一
回

リ
ハ
ビ
リ
や
経
過
観
察
の
た
め
に
病
院

リ
ハ
ビ
リ
や
経
過
観
察
の
た
め
に
病
院

に
通
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
税
金

に
通
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
税
金

で
援
助
を
受
け
て
い
た
と
わ
か
り
、
と

で
援
助
を
受
け
て
い
た
と
わ
か
り
、
と

て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
他
に
も
警
察
、

て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
他
に
も
警
察
、

消
防
費
、
教
育
費
、
ご
み
処
理
費
用
な

消
防
費
、
教
育
費
、
ご
み
処
理
費
用
な

ど
身
近
な
と
こ
ろ
で
も
た
く
さ
ん
税
金

ど
身
近
な
と
こ
ろ
で
も
た
く
さ
ん
税
金

が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
な
の
で
「
税
金

が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
な
の
で
「
税
金

を
払
い
た
く
な
い
」
と
思
っ
て
い
る
人

を
払
い
た
く
な
い
」
と
思
っ
て
い
る
人

も
多
い
と
思
い
ま
す
し
、
僕
も
「
消
費

も
多
い
と
思
い
ま
す
し
、
僕
も
「
消
費

税
無
く
な
ん
な
い
か
な
」
と
思
っ
た
こ

税
無
く
な
ん
な
い
か
な
」
と
思
っ
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
今
の
生
活
を
今
後
も

と
も
あ
り
ま
す
が
今
の
生
活
を
今
後
も

続
け
て
い
く
た
め
に
は
税
金
を
払
っ
て

続
け
て
い
く
た
め
に
は
税
金
を
払
っ
て

い
る
か
ら
今
の
生
活
が
あ
る
ん
だ
と
考

い
る
か
ら
今
の
生
活
が
あ
る
ん
だ
と
考

え
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

え
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
後
は
こ
う
い
っ
た
考
え

　

し
か
し
、
今
後
は
こ
う
い
っ
た
考
え

を
す
る
の
は
難
し
く
な
っ
て
く
る
と
思

を
す
る
の
は
難
し
く
な
っ
て
く
る
と
思

い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
か
ら
も
税

い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
か
ら
も
税

金
は
ど
ん
ど
ん
上
が
っ
て
い
っ
て
し
ま

金
は
ど
ん
ど
ん
上
が
っ
て
い
っ
て
し
ま

う
し
、
新
し
い
種
類
の
税
金
が
出
て
く

う
し
、
新
し
い
種
類
の
税
金
が
出
て
く

る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
す
。
今
あ
る

る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
す
。
今
あ
る

税
金
で
も
所
得
税
、
自
動
車
税
、
法
人

税
金
で
も
所
得
税
、
自
動
車
税
、
法
人

税
、
住
民
税
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
税
金
の

税
、
住
民
税
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
税
金
の

種
類
が
あ
り
、
そ
の
種
類
の
多
さ
に
驚

種
類
が
あ
り
、
そ
の
種
類
の
多
さ
に
驚

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
後
は
そ
の
払

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
後
は
そ
の
払

う
税
金
が
増
え
て
く
る
で
し
ょ
う
し
、

う
税
金
が
増
え
て
く
る
で
し
ょ
う
し
、

二
千
二
十
四
年
度
か
ら
は
森
林
に
ま
つ

二
千
二
十
四
年
度
か
ら
は
森
林
に
ま
つ

わ
る
税
金
が
徴
収
さ
れ
ま
す
。
も
し
か

わ
る
税
金
が
徴
収
さ
れ
ま
す
。
も
し
か

し
た
ら
他
に
も
新
し
い
種
類
の
税
金
が

し
た
ら
他
に
も
新
し
い
種
類
の
税
金
が

出
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
な

出
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
な

っ
て
く
る
と
今
後
は
僕
達
も
払
わ
な
け

っ
て
く
る
と
今
後
は
僕
達
も
払
わ
な
け

れ
ば
い
け
な
く
な
る
の
で
憂
鬱
な
気
分

れ
ば
い
け
な
く
な
る
の
で
憂
鬱
な
気
分

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
に
国
の

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
に
国
の

借
金
は
年
々
増
え
続
け
て
い
る
の
に
、

借
金
は
年
々
増
え
続
け
て
い
る
の
に
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
や
今
回

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
や
今
回

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
無
観
客
で
や

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
無
観
客
で
や

っ
た
こ
と
に
よ
る
大
赤
字
な
ど
で
一
気

っ
た
こ
と
に
よ
る
大
赤
字
な
ど
で
一
気

に
国
の
借
金
も
増
え
る
の
で
僕
達
が
税

に
国
の
借
金
も
増
え
る
の
で
僕
達
が
税

金
を
払
う
立
場
に
な
る
前
に
少
し
で
も

金
を
払
う
立
場
に
な
る
前
に
少
し
で
も

返
済
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

返
済
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
税
金
は
僕
達
の
生
活

　

こ
の
よ
う
に
、
税
金
は
僕
達
の
生
活

を
支
え
て
く
れ
る
今
の
社
会
に
必
要
な

を
支
え
て
く
れ
る
今
の
社
会
に
必
要
な

も
の
で
す
。
で
す
が
将
来
は
も
っ
と
税

も
の
で
す
。
で
す
が
将
来
は
も
っ
と
税

金
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

金
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
、
将
来
税
金
の
こ
と
で
困
ら
な

の
た
め
、
将
来
税
金
の
こ
と
で
困
ら
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
も
っ
と
税
に

い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
も
っ
と
税
に

つ
い
て
の
知
識
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら

つ
い
て
の
知
識
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
し
た
。

な
い
と
思
い
ま
し
た
。


